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はじめに  

 

 グローバル化の進展や科学技術の発展により，社会・経済が変化する中で，

様々な文化や価値観を背景とする人々と相互に尊重し合いながら生きるこ

とや，人間の幸福と社会の発展の調和的な実現を図ることは，一層重要な課

題となります。こうした課題に対応していくためには，一人一人が高い倫理

観をもち，人としての生き方や社会の在り方について，時に対立がある場合

を含めて，多様な価値観の存在を認識しつつ，自ら感じ，考え，他者と対話

し協働しながら，よりよい方向を目指す資質・能力を備えることがこれまで

以上に重要となり，道徳教育は，こうした資質・能力の育成に向けて大きな

役割を果たす必要があります。  

 

 このような中，「道徳の時間」が「特別の教科  道徳」（以下「道徳科」と

いう。）として，小学校では平成 30 年度から，中学校では平成 31 年度から

全面実施され，高等学校では，校長の方針の下，高等学校において道徳教育

推進を主に担当する教師（以下「道徳教育推進教師」という。）が，新たに

位置付けられました。これまでの道徳教育の基本的な考え方を今後も引き継

ぐとともに，道徳教育が期待される役割を十分に果たすことができるよう改

善を図ることが重要です。  

 

 本県においては，これまで取り組んできている「学びの変革」を一層加速

させるとともに，そのことによって児童生徒の「自己を認識する力」，「自分

の人生を選択する力」，「表現する力」の育成を図ります。道徳性を養う道徳

教育は，よりよく生きるための基盤であり，これらの力を育むことにつなが

るものであると考え，これからもその充実に向けて取り組んでまいります。 

 

 各学校においても，学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育や，その要

となる道徳科の充実を図っていく必要があります。その際の参考資料として

活用していただくために，これまでの「道徳教育研修ハンドブック」を新学

習指導要領の内容を踏まえて見直すとともに，県内の各指定校における取組

を実践事例として加え，「新改訂版」を作成しました。本書を活用し，児童

生徒の豊かな心の育成に役立てていただくことを期待します。  

 

令和３年３月 

広島県教育委員会  

義務教育指導課長 重森 栄理  
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道徳教育を推進していくうえで，各校の実態や課題はそれぞれ異なります。 
そこで，本ハンドブックの内容を，次の３つのカテゴリーに整理してみました！ 
様々な学校の取組も掲載しておりますので，是非，参考にしてみてください。 

広島県道徳教育キャラクター 
    どうとくん 

道徳教育・道徳科の基礎・基本を学びたい，授業改善を図りたい 

再び Ｐlan へ 

道徳教育を進めるために 

カリキュラム・マネジメントによる道徳教育を展開したい 

Ｐlan  
実態把握・計画立案の

ために 

道徳教育・道徳科に関する校内研修を充実させたい 

Do 
実践授業のために 

Check 
検証・評価のために 

Action 
改善のために 

道徳教育研修ハンドブック 活用の手引き 
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（１）学校段階に応じた道徳教育 ・・・・・・・・・・・・・・ １ 

  ① 道徳教育のねらい ・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 
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  ⑤ 道徳科における評価 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 18 
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成長の様子についての評価 ・・・・・・・・・・・・・ 18 

   イ 道徳科の授業に対する評価 ・・・・・・・・・・・・ 21 
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道徳教育・道徳科の基礎・基本を学びたい，授業改善を図りたい 

一人一人が 
自分事として真剣に考え， 

友達と議論し， 
深まっていくような 

そんな授業を目指しましょう！ 
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道徳教育はすべての学校段階において一貫して取り組むべきものであり，幼稚園，小・中・高等学

校の学校段階や小学校の低・中・高学年の各学年段階ごとにその重点を明確にし，より効果的な指導

が行われるようにすることが必要です。 

 

道徳性は，人間としてよりよく生きようとする人格的特性であり，道徳的判断力，道徳的心情，道

徳的実践意欲と態度を諸様相とします。これらの諸様相は，序列や段階があるということではなく，

日常生活や今後出会うであろう様々な場面，状況で，道徳的価値を実現するための適切な行為を主体

的に選択し，実践することができる内面的資質のことです。 

１ 道徳教育の基礎・基本 

（１）学校段階に応じた道徳教育 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 道徳教育のねらい        

 

 

 

 

 

 

 
 

② 道徳性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校における道徳教育は，児童生徒がよりよく生きるための基盤となる道徳性を養うことを

目標としており，児童生徒一人一人が将来に対する夢や希望，自らの人生や未来を拓いていく

力を育む源となるものでなければならない。 

道徳教育を通じて育成される道徳性は，「豊かな心」はもちろん，「確

かな学力」や「健やかな体」の基盤ともなり，児童生徒の「生きる力」

を根本で支えるものです。 

道徳教育を進めるために 

 

小学校 

生きる上で基盤となる道徳的価値観の形

成を図る指導を徹底するとともに自己の生

き方についての指導を充実する。 

高等学校 

社会の一員としての自己の生き方を探求

するなど人間としての在り方生き方につい

ての自覚を一層深める指導を充実する。 

 

中学校 

思春期の特質を考慮し，社会とのかかわ

りを踏まえ，人間としての生き方を見つめ

させる指導を充実する。 

幼稚園 

 規範意識の芽生えを培う。 

道徳性は，徐々に，しかも着実に養わ

れることによって，潜在的，持続的な作

用を行為や人格に及ぼすものであるだけ

に，長期的展望と綿密な計画に基づいた

丹念な指導がなされ，道徳的実践につな

げていくことができるようにすることが

求められます。 
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学校における道徳教育は，自己の生き方を考え，主体的な判断の下に行動し，自立した一人の人間

として他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養うことを目標とする教育活動であり，

社会の変化に対応しその形成者として生きていくことができる人間を育成する上で重要な役割をも

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 道徳教育の進め方  

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等学校の道徳教育は，小・中学校と異なり道徳科が設けられていな

いので，小・中学校における道徳教育を踏まえつつ，教育活動全体を通

じて指導するための配慮が必要です。 

道徳科の指導は，児童生徒の行為の変容を直接的にねらいとするも

のではありません。教師の一方的な押し付けや単なる生活経験の話合

いなどに終始することのないように留意しましょう。 

小・中学校…道徳科を要として学校の教育活動全体を通じて行うものであり，道徳科はもとより，

各教科，（外国語活動 ※小学校のみ），総合的な学習の時間及び特別活動のそれぞれ

の特質に応じて，児童生徒の発達の段階を考慮して，適切な指導を行わなければなら

ない。 

高 等 学 校…公民科の「公共」及び「倫理」並びに特別活動を中核的な指導場面として各教科・科

目等の特質に応じ学校の教育活動全体を通じて，生徒が人間としての在り方生き方

を主体的に探求し豊かな自己形成ができるよう，適切な指導を行う。 

 

○ 道徳的判断力 

人間として生きるために道徳的価値が大切なことを理解し，様々な状況下において人間として

どのように対処することが望まれるかを判断する力。 

○ 道徳的心情 

道徳的価値の大切さを感じ取り，善を行うことを喜び，悪を憎む感情のこと。 

○ 道徳的実践意欲と態度 

道徳的心情や道徳的判断力によって価値があるとされた行動をとろうとする傾向性。 

・道徳的実践意欲は，道徳的判断力や道徳的心情を基盤とし道徳的価値を実現しようとする意志

の働き。 

・道徳的態度は，道徳的判断力や道徳的心情に裏付けられた道徳的行為への身構え。 

 

ここがポイント！ 
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道徳教育の内容については，小・中学校の各学年・学校段階において四つの視点に分けた内容項目

として示されています。この四つの視点は，相互に深い関連をもっており，各学年・学校段階におい

て，関連を考慮しながら，四つの視点に含まれるすべての内容項目について，学校の教育活動全体を

通じて適切に指導していくことが大切です。 

道徳教育を進めるに当たっては，児童生徒の発達の段階や特性等を踏まえるとともに，学校，地域

等の実態や課題に応じて，学校全体及び各学年段階の指導内容ごとの重点化を図ることが大切です。 

（２）小・中学校における道徳教育 

① 道徳教育の内容 

ア 四つの視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 指導内容の重点化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 ・自立心や自律性 ・生命を尊重する心 ・他者を思いやる心 

低 
・挨拶などの基本的な生活習慣を身に付ける ・善悪を判断し，してはならないことをしない 

・社会生活上のきまりを守る 

中 
・善悪を判断し，正しいと判断したことを行う ・身近な人々と協力し助け合う 

・集団や社会のきまりを守る 

高 

・相手の考え方や立場を理解して支え合う ・法やきまりの意義を理解して進んで守る 

・集団生活の充実に努める  

・伝統と文化を尊重し，それらを育んできた我が国と郷土を愛するともに，他国を尊重する 

中
学
校 

・自立心や自律性を高め，規律ある生活をする  

・生命を尊重する心や自らの弱さを克服して気高く生きようとする心を育てる  

・法やきまりの意義に関する理解を深める  

・自らの将来の生き方を考え主体的に社会の形成に参画する意欲と態度を養う  

・伝統と文化を尊重し，それらを育んできた我が国と郷土を愛するとともに，他国を尊重する  

・国際社会に生きる日本人としての自覚を身に付ける 

主として自分自身に関すること 
○善悪の判断，自律，自由と責任 
○節度，節制  ○個性の伸長 
○真理の探究 など 

Ａ
の
視
点 

主として人との関わりに関すること 
○親切，思いやり  ○感謝 
○礼儀  ○友情，信頼 
○相互理解，寛容  

主として集団や社会との関わりに関すること 
○規則の尊重  ○公正，公平，社会正義 
○勤労，公共の精神  ○家族愛 
○国際理解，国際親善  など 

主として生命や自然，崇高なものとの関わりに関すること 
○生命の尊さ  ○自然愛護 
○感動，畏敬の念   
○よりよく生きる喜び 

Ｂ
の
視
点 

Ｃ
の
視
点 

Ｄ
の
視
点 

四つの視点の順序が児童生徒の対象の広がりに即して改善されました。また，それぞれの内容項

目に手掛かりとなる「友情，信頼」「生命の尊さ」などの言葉がキーワードとして付記されました。

社会的な要請や今日的課題を考慮し，次のような内容の指導について配慮が求められています。 

 

○ 重点内容については，指導時数を増やしたり，他の教育活動との関連を図った道徳学習プログラ

ムにしたりするなどの工夫をしましょう。 

○ 内容項目を児童生徒の立場から具体的に捉えるために「私たちの道徳」を活用しましょう。 

ここがポイント！ 

小
学
校 
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道徳教育は，学校の教育活動全体を通じて，道徳性を養うことを目標としています。道徳科は，道

徳教育で捉えた道徳的諸価値を補充，深化，統合する計画的・発展的な学習により，道徳性の諸様相

である，道徳的判断力，道徳的心情，道徳的実践意欲と態度を育成する要となる時間として位置付く

ものです。 

② 道徳教育と道徳科の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校生活 学校生活 

 

○ 道徳科は，扇の「要」のように，各教育活動における道徳教育の要所を押さえて中心で留める

ような役割をもっています。 

○ 道徳性を育むために，道徳科はもとより，各教科，外国語活動（小学校のみ），総合的な学習の

時間及び特別活動においてもそれぞれの特質に応じて適切な指導を行いましょう。 

ここがポイント！ 

各教科等は，それぞれに固有の目標をもっていますので，それら

の指導の中で行う道徳教育としては，取り扱う機会が十分でない道

徳的価値に関わる指導を補うこと（補充）や，児童生徒や学校の実

態等を踏まえて指導をより一層深めること（深化），相互の関連を

捉え直したり発展させたりする（統合）道徳科がどうしても必要に

なってくるのです。 

補充・深化・統合 

道徳科 

各教科 特別活動 

総合的な学習

の時間 

外国語活動 

（※小学校のみ） 

道徳教育 
学校の教育活動全体

で道徳性を養う 

道徳性の諸様相である道徳的

判断力，道徳的心情，道徳的

実践意欲と態度を養う。 
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【作成の意図と作成上のポイント】 

○ カリキュラム・マネジメントの視点を取り入れ，児童の思考の流れを中心に，「道徳科の指

導内容」と「日常の体験」をつなぐことを意図したカリキュラム・デザインを行うことで，児

童が目的意識をもち，連続的に学び続けることができます。 

○ 道徳科学習プログラムの全体を見える化した「道徳学習シート」を作成し，活用することで，

児童とねらいを共有しながら学習を進めることができます。 

○ 意図的に体験活動等を仕組むことで共通体験をもたせ，その体験を語ることで思いを共有し，

道徳的価値についての理解を深めたり，広げたりすることができます。 

○ 年間指導計画の中に位置付け，一ヶ月ぐらいのスパンで意図的，計画的に行うことで，仕組

んだ体験活動等の想起がしやすくなります。 

「道徳学習プログラム」の実践事例 ※小学校第２学年の例 

 

【プログラム作成の留意点】 

児童の意識

の流れを中

心に計画す

る。 

道徳学習シートを活

用することで，ねら

いを児童と共有しな

がら学習を進める。 

内容項目間

の関連を考

慮する。 

各教科・領域，体験

活動や家庭・地域と

のつながりを明確に

する。 

プログラム 

のねらいを 

明確にする。 



- 6 - 

 

                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

                        〈ねらい〉 

                          福祉やボランティアについての講話や体験活動を 

通して，福祉に関する意義を理解し，自分達もでき

ることを積極的に行おうとする意欲を育てる。 

【重点内容項目：C 社会参画，公共の精神・勤労】 

 

 

 

 

 

 

令和２年度 第３学年 道徳学習プログラム                                   海田中学校３学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ねらい 主体的に社会に関わることの意義について理解し、公共の精神をもって

誰もが安心して生活できる社会を築いていこうとする実践意欲を養う。 

生徒の意識の流れ 各 教 科 ・ 領 域 と 道 徳 科 と の 関 連 時

期 
 総合的な学習の時間「ボランティア体験」【総合における道徳教育の視点】 

 福祉やボランティアについての講話や体験活動を通して、福祉に対

する意義を理解し、自分たちもできることを積極的に行おうとする意

欲を育てる。 

９

月 

 

 

10

月 

 

 

 

 

 

 

 

11

月 

 

 

 

12

月 

 

１

月 

社会福祉には、ど

のようなものがあ

るかわかった。 

社会科（公民的分野） 

単元名人間の尊重と日本国憲法 

【社会科における道徳教育の視

点】 

 国際社会に生きる平和で民主

的な国家・社会の形成者としての

自覚を持ち、自他の人権を尊重

し、社会的義務や責任を重んじ、

公正に判断しようとする態度や

能力、また自由・権利と責任・義

務との関係を正しく認識し、権

利・義務の主体者として後世に判

断しようとするなどの公民的資

質を養う 

道徳科 「加山さんの願い」 

Ｃ（１２）社会参画、公共の精神 

勤労や奉仕を通して社会に貢献

するということを自覚し、充実し

た生き方を追求し実現していく

ことが一人一人の生きがいのあ

る人生につながることに気付く。 

道徳科 「社会からの無言の賞 

賛を感じる感性」 

Ｃ（１２）社会参画、公共の精神 

 社会参画と社会の一員として 

の自覚を深め、進んで社会の発 

展のために努力しようとする態 

度を養う。 

道徳科 「たんぽぽ作業所」 

Ｃ（１３）勤労 

 働くことの厳しさを理解しながらも、働くことの尊さや理解し、勤労を

通じて社会の発展に尽くそうとする態度を養う。 

主体的に社会に関わることの意義について理解し、公共の精神をもって誰もが安心して生

活できる社会を築いていこう。 

人間には、幸せに

生きる権利がある

と同時に、他者の権

利を尊重するため

の責任や義務があ

ることがわかった。 

人のために何か

をすることは、自分

の生きがいにつな

がっていくものな

のだなあ。 

 だれかのために

役立とうという気

持ちをもって仕事

をしている人が社

会を支えている。 

苦労が報われた

り、人のために役立

ったたりする時に、

人は働く喜びを感

じるのだなあ。 

道徳学習プログラム作成上の留意点 

（１） プログラムのねらいを明確にする。 

※目指す姿，重点内容項目等 

（２） 生徒の意識の流れを想定しながら，

プログラムを作成する。 

（３） 外部講師と打ち合わせの時間をしっ

かりととって，ねらいがぶれないよ

うに心がける。 

（４） 各教科等の単元の実施時期と合わせ

たプログラムを作成する。 

道徳的行為に関する体験的な活動（例） 

総合的な学習の時間 福祉ボランティア体験 

道徳科 「たんぽぽ作業所」 

道徳学習プログラム 

・働くことは，人の役に立てる喜びを感じるた

めにやるのが一番の目的なのだと感じること

ができた。お金が第一でないことに驚いた。 

・働くことはお金がもらえるということではな

く，人の役に立つことが一番大事。 

・「他人の役に立つ」ということが働くことの

喜びにつながっていると知ることができた。 

・将来，自分も多くの人の役に立てる人間にな

りたいと思った。 

スロープの下りはスピードを落とすのに苦労し

た。ボランティアは相手の立場に立って考える

ことが大切だと感じた。 

小さな段差でも，車いすに乗っていると衝撃を

感じて怖いなと思った。 
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③ 道徳教育の要としての道徳科 

ア 道徳科の目標 

 

 

 

 

 

イ 道徳科の特質 

 

 

 

 

 

ウ 道徳科の学習 

 

 

 

○ 道徳的諸価値について理解する 

道徳的価値とは，よりよく生きるために必要とされるものであり，人間としての在り方や生き方の

礎となるものである。道徳的価値が人間らしさを表すものであることに気付き，価値理解と同時に人

間理解や他者理解を深めていくようにする。 

 

 

 

 

○ 自己を見つめる 

様々な道徳的価値について，自分との関わり，つまりこれまでの自分の経験やそのときの考え方，

感じ方と照らし合わせながら，更に考えを深めていくようにする。 

○ 物事を（広い視野から）多面的・多角的に考える 

児童生徒が多様な考え方や感じ方に接することが大切であり，多様な価値観の存在を前提にして，

他者と対話したり協働したりしながら，物事を多面的・多角的に考えられるようにする。 

○ 自己（人間として）の生き方について考えを深める 

児童生徒は，道徳的価値の理解を基に自己を見つめるなどの道徳的価値の自覚を深める過程で，同

時に自己の生き方についての考えを深めているが，特にそのことを強く意識させることが重要であ

る。 

 

 

 

道徳教育の目標に基づき，よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため，道徳的諸価値に

ついての理解を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考え（※中学校では，下線部が“物

事を広い視野から”となる），自己の生き方についての考えを深める学習を通して，（※中学校では，

下線部が“人間としての生き方”となる）道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる。 

児童生徒一人一人が，ねらいに含まれる一定の道徳的価値についての理解を基に，自己を見つ

め，物事を（広い視野から）多面的・多角的に考え，自己の（人間としての）生き方についての考

えを深める学習を通して，内面的資質としての道徳性を主体的に養っていく時間である。  

※（ ）は中学校 

 

○ 道徳科は，児童生徒がねらいとする道徳的価値を自己との関わりにおいて捉えることができるよう

に指導方法の工夫に努めましょう。 

○ 道徳科の学習を効果的に行うためには，学級内での信頼関係の構築が基盤となります。教員と児童生

徒の信頼関係や児童生徒相互の人間関係を育て，一人一人が自分の考え方や感じ方を伸び伸びと表現

することができる雰囲気を日常の学級経営の中でつくるようにすることが大切です。 

ここがポイント！ 

道徳科では，目標に，道徳性を養うための学習活動がより具体化して示されました。

特に，学習活動として示された，次の四つの事柄を押さえておく必要があります。 

価値理解…内容項目を，人間としてよりよく生きる上で大切なことであると理解する。 

人間理解…道徳的価値は大切であってもなかなか実現することができない人間の弱さなども理解する。 

他者理解…道徳的価値を実現したり，実現できなかったりする場合の感じ方，考え方は一つではない，

多様であるということを前提として理解する。 
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【○○学校 道徳科の考え方】 
 
道徳教育の目標 道徳教育は，教育基本法及び学校教育法に定められた教育の根本精神に基づき，自己

の生き方を考え，主体的な判断の下に行動し，自立した人間として他者と共によりよく生きるための基

盤となる道徳性を養うことを目標とすること。 

道徳教育の展開と道徳科 学校における道徳教育は，特別の教科である道徳（以下「道徳科」という。）

を要として学校の教育活動全体を通じて行うものであり，道徳科はもとより，各教科，外国語活動，総

合的な学習の時間及び特別活動のそれぞれの特質に応じて，児童の発達の段階を考慮して，適切な指導

を行うこと。 

 

道徳科の目標 道徳教育の目標に基づき，よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため，道徳的

諸価値についての理解を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考え，自己の生き方についての

考えを深める学習を通して，道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる。 

道徳性 道徳性とは，人間としてよりよく生きようとする人格的特性であり，道徳教育は道徳性を構成

する諸様相である道徳的判断力，道徳的心情，道徳的実践意欲と態度を養うことを求めている。 

 ①道徳的判断力 ②道徳的心情 ③道徳的実践意欲と態度 の育成 

道徳科の指導 

道徳的価値を自分事として考えたり，感じたりすることのできる ○○の子 

 

これまでの生き方の課題やどのような生き方をしたいかを考えることのできる ○○の子 

 

自己を見つめ，これからの生き方について考えを深める ○○の子 

道徳性を養うために行う道徳科におけ

る学習 

（１）道徳的諸価値について理解する 

① 道徳的価値とは，よりよく生きるた

めに必要とされるものであり，人間

としての在り方や生き方の礎となる

ものである。 

② 児童一人一人が道徳的価値観を形成

する上で必要なものを内容項目とし

て取り上げる。 

③ 道徳的価値の理解について 

 ・価値理解 ・人間理解 ・他者理解 

（２）自己を見つめる 

（３）物事を多面的・多角的に考える 

（４）自己の生き方についての考えを深

める 

道徳科の特質を生かした学習指導の展開 

ア 導入の工夫 

 導入は，主題に対する児童の興味や関心を高め，ねらい

の根底にある道徳的価値の理解を基に自己を見つめる動

機付けを図る段階    

 

イ 展開前段・後段の工夫 

 展開前段・後段は，ねらいを達成するための中心となる

段階であり，中心的な教材によって，児童一人一人が，ね

らいの根底にある道徳的価値の理解を基に自己を見つめ

る段階 

 

ウ 終末の工夫 

 終末は，ねらいの根底にある道徳的価値に対する思いや

考えをまとめたり，道徳的価値を実現することのよさや難

しさなどを確認したりして，今後の発展につなぐ段階 

 

 

 

道徳教育と道徳科の関係や指導の方向性を整理し，校内で共有している例 

道徳教育や道徳科の進め方や目標について，さらには，道徳科の指導の方向性

について整理し，教職員間で共有しておくことは大切ですね。 

その際は，学習指導要領総則編や学習指導要領解説を参考に，自校の児童生徒

の実態や地域の実態を踏まえ，整理してみましょう。 
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道徳教育において「主体的・対話的で深い学び」を実現するためには，他者と共によりよく生き

るための基盤となる道徳性を育むため，答えが一つではない道徳的な課題を一人一人の児童生徒が

自分自身の問題と捉え，向き合う「考え，議論する道徳」を実現することが，「主体的・対話的で深

い学び」を実現することになる。 

④ 道徳科における「主体的・対話的で深い学び」の実現 

   

 

 

 
 

【「主体的・対話的で深い学び」の視点から求められること】 

「主体的な学び」の視点 

児童生徒が問題意識をもち，自己を見つめ，道徳的価値を自分自身との関

わりで捉え，自己の生き方について考える学習とすることや，各教科で学ん

だこと，体験したことから道徳的価値に関して考えたことや感じたことを統

合させ，自ら道徳性を養う中で，自らを振り返って成長を実感したり，これ

からの課題や目標を見付けたりすることができるよう工夫すること。 

「対話的な学び」の視点 

子供同士の協働，教員や地域の人との対話，先哲の考え方を手掛かりに考

えたり，自分と異なる意見と向かい合い議論すること等を通じ，自分自身の

道徳的価値の理解を深めたり広げたりすること。 

「深い学び」の視点 

道徳的諸価値の理解を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考え，

自己の生き方について考える学習を通して，様々な場面，状況において，道

徳的価値を実現するための問題状況を把握し，適切な行為を主体的に選択

し，実践できるような資質・能力を育てる学習とすること。 
 
ア 「主体的な学び」の視点 

 

 

 

【問題意識をもたせるための指導方法の工夫の実践事例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

児童生徒が，問題意識をもつこと，自分事として考えること，自らを振り返

ることなどを意識して授業づくりをしましょう。また，読み物教材の登場人物

の心情理解のみに終始しないように心がけましょう。 

 

【課題の提示】 

導入において，生活の中で礼儀を意識している場面について想起させる中で，「礼儀に美しいや美

しくないということがあるのだろうか。」「美しい礼儀とはどんなものだろう。」と発問し，生徒の日

常生活をもとに問題意識をもたせ，課題を提示した。また，その後，「しぐさや礼が美しいとはどう

いうことなのだろう。」と再度発問し，本時の価値に迫った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※写真や吹き出し，板書，発問など，問題意識をもたせた場面がわかるように示す。 

子供たちにとって身近で切実な問題を扱った事例 

課題：美しい礼儀って？ 

 
授業の展開では，「日頃の礼儀」と「美しい礼儀」を役
割演技により動作化させた。体験的にそれぞれの違い
を実感させると同時に客観的に挨拶の様子を見ること
で，問題意識を高めた。 

今日の授業で，生活の中での礼儀は美しいものにできることが分かった。今は，「態度・気持ち・お互い
に」という３つが全てそろった美しい礼儀をすることはすごく気を配らないとできないと思う。でも，こ
れから美しい礼儀をすることに気を配って，毎日続けていければ，自然と身について，意識しなくてもで
きるようになれると思う。無意識で自然にそのようにできたら，美しいだけでなく，かっこいいとも思
う。どんな場面でも美しく，かっこいい礼儀をするそんな人になりたいと思う。 

 

生徒の感想より 
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【問題提起】 

あなたはごみ箱を増やすこと

についてどう思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指導方法の工夫の意図と効果】 

○ 導入や展開の前段に児童生徒にとって身近な課題を提示することで，児童生徒に課題意識

をもたせ，主体的に考えさせることができます。 

○ 児童生徒にとって身近な問題を取り上げることで，自分の経験や体験と重ね合わせ，自分

事として考えさせることができます。 

【実施する上でのポイント】 

○ 課題を提示する前には，導入においてその課題に関連したアンケートを提示する 

などの工夫が考えられます。また，児童生徒の中に疑問が生まれたり，自分の経験を 

想起させたりするような発問の工夫をしてみましょう。 

○ 課題を提示した際は，中心発問や展開の終末で再度課題に戻ることで，思考を深めさせる

ことができます。 

 

第１学年   Ｃ 遵法精神，公徳心 ｢ごみ箱をもっと増やして｣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

教材の中に描かれている問題を扱った事例 

「街中にごみ箱を増やすべきか」という問いに対する様々な意見を掲載した教材です。 

教材文に示された意見を板書に整理した後，改めて生徒に問題提起をすることで，自分の生活

経験からはなかなか想像しにくい問題についても具体的なイメージをもたせることができます。 

中心場面では，立場を明確にさせた上でディベートを行い，そこでの意見をもとに「誰もが気

持ちよく過ごせる社会をつくっていくために大切なことは何だろう」という発問を行いました。

これにより，立場が違っても共通する道徳的価値について考えを深めさせることができました。 

教材文に示されている問いと

意見を分類して示す。 

「誰もが気持ちよく過ごせる社

会をつくっていくために大切な

ことは？共通するものは？」 

賛成・ごみ箱がないからポイ捨てがおこる 

・便利さが意識の向上に繋がる 

 

共通して存在する

道徳的価値 

反対・ポイ捨てをする人はどこでも捨てる 

・意識すればごみは減らせる 

道徳科における問題とは道徳的価値に根差した問題であり，単なる日常での

事象とは異なります。 

公徳心 
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イ 「対話的な学び」の視点 

 

 

 

【多面的・多角的に考えさせるための指導方法の工夫の実践事例】 
                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例）ＫＪ法・Ａ５用紙を用いた交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（例）ｐ４ｃ（philosophy for children「子どものための哲学」）を用いた交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対話を促す指導方法の工夫例 

本時のテーマについて生徒自身が問いを立て，円形になって対話を進めていきます。 

自分たちが立てた問いに対して様々な考え方を交流する中で，個々の考えを深めていきま

しょう。「強制しない」「まとめない」がポイントです。 

指導者は，基本的には対話に参加しないが，対話が円滑に進むよう活動を見守ったり，対

話が停滞したりした時に新たな視点から問いを投げかけたりするなどの役割を担います。 

Ｋ
Ｊ
法
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
活
動 

Ａ
５
用
紙
を
活
用
し
た
意
見
交
流 

付箋と模造紙を用いて生徒自身が自分たちの意見を整理していくことで，発言が苦手な

児童生徒の意見も必ず反映されます。付箋の代わりにＡ５用紙，模造紙の代わりに黒板を

活用すれば，グループ活動をしなくても，全体で同様の意見交流を行うことができます。 

 対話的な学びを通して，他者と対話したり，協働したりしながら，物事を一面的に

捉えるのではなく，子供自らが，様々な視点から物事を理解できるようにしましょう。 

 

生徒が立てた問いの例 

「世界平和を実現する

ためには？」 

「進路を選択する上で

大切なことは？」 

「人間の命とはどんなも

のか？」 

 

○ 「自分ならどうするか」という観点から道徳的価値と向き合うとともに，自分とは異なる意見を

もつ他者と議論することを通して，道徳的価値を多面的・多角的に考えさせましょう。 

○ 他者との合意形成や具体的な解決策を得ること自体が目的ではなく，多面的・多角的な思考を

通じて，道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めさせましょう。 

ここがポイント！ 

○○中 
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発問づくりの表と補助発問シートを使った工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

 

 

  

発問の類型と発問の具体（例）               

 

 

 

 

 

 

 

 
 

自分事として考えることができるための （補助）発問づくりの視点 

視点 目的 発問例 

立場の入れ替え 別の視点から考えさせる ・周りの人はどう思っているのだろう。 

・反対の立場だったらどうなるのだろう。 

比較思考 複数のものを比較させる ・Aと Bのどちらの気持ちが強いだろうか。 

・Aと Bはどんな違いがありますか。 

範例的思考 主人公の行為や考えを

手本や範例とさせる 

・〇〇のよかったところはどんなところだろう。 

・どうしてこんなことができたのだろう。 

批判的思考 主人公の行為や考えを

批評させる 

・また～かもしれないのに，なぜそう言ったのかな。 

・嫌なら手伝わなかったらよかったのに，なぜ～。 

・怒られたのになぜ言い返さないのかな。 

・なぜこのようなことになってしまったのか。 

条件の変換 話の内容を意図的に変

える 

・もし，「〇〇」が～しなかったら，〇〇はどんな思い

だったのだろうか。 

 類型 発問例 

「
生
き
方
」
を
問
う 

心情を問う ・○○は，～した時，どのようなことを思ったか。 

・この場面での○○は，どんな気持ちだったか。 

・○○は，心の中で，何と話しているか。 

行為を問う ・○○が～した（言った）のは，なぜだと思うか。 

・○○が，～した（言った）ことをどう思うか。 

・○○が～した（言った）のは，正しい判断と言えるのか。 

・○○は，この場面で，どう行動すべき（だった）か。 

子ども自身 

を問う 

・自分が～の立場だったら，どうしていたか。 

・自分が～の立場なら，何と言うか。 

・自分がその立場なら，どのように思うか。 

道徳的価値 

を問う 

・本当の友情とは，どのような関係だろう。 

・どんな時でも，～（親切に）しないといけないのか。 

・どうすれば，～（広い心がもてるの）だろうか。 

教材を問う ・この話から，どんなことが大切だと感じたか。 

・○○の生き方から，どんなことを感じたか。 

・この話のどこが問題だと思うか。 

発問の工夫例 

発問づくりの表 

 

話
の
内
容
を 

問
う 

あらすじの
順序を問う 

出来事を問
う 

台詞や名前
を問う 

 

・じゃあ～についてはどう？ 
・これについてはどうしたらよい？ 

・何か気が付いたことはない？ 
・何か関係ありそうだけど。 
・ 

・○○からどんなこ
とを考えたり学ん
だりしたか。 

 

・○○はどんなこと
を考えながら～し
て（言って）いる
のか。 

・どんな考え（気持
ち）からそうした
（言った）のか。 

・○○は，これから
どうすればよいと
思うか。 

・こういう別の考えもあるよ。 
・だったら，どうする？ 

・それは，どういうこと？ 
・別な言い方で・・・。 
・もっとくわしく・・・。 
・例をあげて・・・。 

具体的にもっと考えさせたいとき 

・なぜそう思うのか。 
・自分はどちらの考えか。 
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【発問を精選，実施の時のポイント】 

○ 発問は，人物の変容が見られるところや主題に関わるところを問います。発問づくり 

の表から選択したり，アレンジしたりしながら，教材の内容やねらいに合わせて発問や 

補助発問を決定していきます。特に，児童に気付かせたいことを絞った後，そのことに気付かせ

るための補助発問を複数用意しておいて，必要に応じて使っていくと効果的です。 

○ 発問や補助発問，切り返しを重ねることで，児童に多面的・多角的な考えを促すことにつながり

ます。児童一人一人の道徳的価値の理解が深まったり広がったりすることでねらいに迫ることが

できます。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導過程 

課題 

最後に 

補助発問作成シート 
 

 

中心発問 
児童 
の反応 

② 課題・ 
中心発問・ 

③ 中心発問の児童の反応を受けて気

付かせたいことを検討し，明確に

する。 

④『発問づくりの表』を参考にして 

補助発問を検討し，児童の反応を 

予想する。 

★ 期待する児童の反応も明記する！ 

⑤ 全体を再読し，補助発問を調整する。 

 

 

児童の反応は 
そのまま示す。 

補助発問作成シート 

 

実際の授業では，児童の思考の流れや

実態に合わせて補助発問を選択する。

（全て問う必要はない） 

 

 

① 一番下の部分に本時のねらいを

記入し，そこに向かって組み立

てていくイメージをもつ。 
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座標軸                 ハートメジャー 

 

 

 

 

 

 

○ 思考ツールを活用し考えを可視化することで，考えを組み立てたり，整理したりしやすく

なります。また，考えを表現（発表）することが苦手な児童生徒でも，自分の考えを表現で

きます。 

○ 課題に応じて思考ツール（比較する【ベン図】，多面的・多角的に見る【Ｙチャート】，

理由づける【クラゲチャート】等）を使い分けることで，目的に応じて，考えを友達と共有

したり，自分の考えを深めたりしていくことができます。 

 最終的に児童生徒自ら，必要に応じて活用できるツールになっていくとよいですね。 

自他の思いや考えを可視化するための表現物や操作物の工夫(思考ツール等) 

児童生徒が自他の考えを比較して交流することができるように，自分の考えを視

覚的に表現できる工夫（思考ツール等）をすることは効果的です。また，見えない

心の中を可視化する板書の工夫により，黒板を見た子供たちの考えは，さらに深ま

っていきます。 

ここがポイント！ 

「多面的」に考えることと，「多角的」に考えることの違いは？ 

一般的には，「多面的」とは，学習対象が様々な面をもっていることを，「多角的」

とは，学習対象を様々な角度から考察し理解することを意味しています。実際の指導

にあたっては「多面的」と「多角的」は必ずしも明確に分けられるものではないた

め，道徳科の学習指導要領及び解説においては，「多面的・多角的に考え」とひとくく

りで説明されています。 

指導に生かす具体的な多面的・多角的な見方の例として， 

・ねらいとする道徳的価値の様々な面を考える。 

・道徳的価値を支える様々な根拠を考える。 

・様々な登場人物の立場で考える。 

・焦点を絞って考えたり，視野を広げて考えたりする。 

・時間の経過とともに変化する気持ちを考える。 

・人間の強さや弱さ等を捉えて考える。    などがあります。 
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○ 次頁に示した指導方法は例示に過ぎず，それぞれが独立した指導の「型」を示しているわけで

はありません。それぞれに様々な展開が考えられ，例えば読み物教材を活用しつつ問題解決的な

学習を取り入れるなど，それぞれの要素を組み合わせた指導を行うことも考えられます。 

○ 重要なことは，指導する教員一人一人が，学習指導要領の改訂の趣旨をしっかりと把握し，学

校の実態や児童生徒の実態を踏まえて，授業の主題やねらいに応じた適切な工夫改良を加えなが

ら適切な指導方法を選択することが求められるということです。 

ここがポイント！ 

   ウ 「深い学び」の視点 

【質の高い多様な指導方法】 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省の専門家会議において，道徳科の質の高い多様な指導方法の例示と

して次頁に示すとおり，「読み物教材の登場人物への自我関与が中心の学習」「問

題解決的な学習」「道徳的行為に関する体験的な学習」が挙げられています。 

それぞれの特長は以下のとおりです。 

 

児童生徒一人一人が生きる上で出会う様々な道徳的諸価値に関わる問題や課題を主体的に

解決するために必要な資質・能力を養うことができる。 

問題場面について児童生徒自身の考えの根拠を問う発問や，問題場面を実際の自分に当ては

めて考えてみることを促す発問，問題場面における道徳的価値の意味を考えさせる発問などに

よって，道徳的価値を実現するための資質・能力を養うことができる。 

 

教材の登場人物の判断や心情を自分との関わりにおいて多面的・多角的に考えることを通

し，道徳的諸価値の理解を深めることについて効果的な指導方法であり，登場人物に自分を投

影して，その判断や心情を考えることにより，道徳的価値の理解を深めることができる。 

読み物教材の登場人物への自我関与が中心の学習 

問題解決的な学習 

 

役割演技などの体験的な学習を通して，実際の問題場面を実感を伴って理解することを通し

て，様々な問題や課題を主体的に解決するために必要な資質・能力を養うことができる。 

問題場面を実際に体験してみること，また，それに対して自分ならどういう行動をとるかと

いう問題解決のための役割演技を通して，道徳的価値を実現するための資質・能力を養うこと

ができる。 

道徳的行為に関する体験的な学習 
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道徳科における質の高い多様な指導方法（イメージ） 
 読み物教材の登場人物への 

自我関与が中心の学習 
問題解決的な学習 道徳的行為に関する体験的な学習 

ね
ら
い 

教材の登場人物の判断や心情を自

分との関わりで多面的・多角的に考

えることなどを通して，道徳的諸価

値の理解を深める。 

問題解決的な学習を通して，道徳的な問題

を多面的・多角的に考え，児童生徒一人一人が

生きる上で出会う様々な問題や課題を主体的

に解決するために必要な資質・能力を養う。 

役割演技などの疑似体験的な表現活

動を通して，道徳的価値の理解を深め，

様々な課題や問題を主体的に解決する

ために必要な資質・能力を養う。 

導 
 

入 

道徳的価値に関する内容の提示 

教員の話や発問を通して，本時に

扱う道徳的価値へ方向付ける。 

問題の発見や道徳的価値の想起など 

・教材や日常生活から道徳的な問題をみつけ

る。 

・自分たちのこれまでの道徳的価値の捉え方

を想起し，道徳的価値の本当の意味や意義

への問いを持つ（原理・根拠・適用への問

い）。 

道徳的価値を実現する行為に関する問

題場面の提示など 

・教材の中に含まれる道徳的諸価値に

関わる葛藤場面を把握する。 

・日常生活で，大切さが分かっていて

もなかなか実践できない道徳的行為

を想起し，問題意識を持つ。 

展 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開 

登場人物への自我関与 

教材を読んで，登場人物の判断や

心情を類推することを通して，道徳

的価値を自分との関わりで考える。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   

【教員の主な発問例】 

・どうして主人公は，○○という行

動を取ることができたのだろう

（又はできなかったのだろう）。 

・主人公はどういう思いをもって△

△という判断をしたのだろう。 

・自分だったら主人公のように考

え，行動することができるだろう

か。 

 

 

振り返り 

本時の授業を振り返り，道徳的価

値を自分との関係で捉えたり，それ

らを交流して自分の考えを深めたり

する。 

問題の探究（道徳的な問題状況の分析・解決策

の構想など） 

・道徳的な問題について，グループなどで話合

い，なぜ問題となっているのか，問題をより

よく解決するためにはどのような行動をと

ればよいのかなどについて多面的・多角的

に考え議論を深める。 

・グループでの話合いなどを通して道徳的問

題や道徳的価値について多面的・多角的に

考え，議論を深める。 

・道徳的な問題場面に対する解決策を構想し，

多面的・多角的に検討する。 

【教員の主な発問例】 

・ここでは，何が問題になっていますか。 

・何と何で迷っていますか。 

・なぜ，■■（道徳的諸価値）は大切なのでし

ょう。 

・どうすれば■■（道徳的諸価値）が実現でき

るのでしょう。 

・同じ場面に出会ったら自分ならどう行動す

るでしょう。 

・なぜ，自分はそのように行動するのでしょ

う。 

・よりよい解決方法にはどのようなものが考

えられるでしょう。 

探究のまとめ 

（解決策の選択や決定・諸価値の理解の深化・

課題発見） 

・問題を解決する上で大切にした道徳的価値

について，なぜそれを大切にしたのかなど

について話合い等を通じて考えを深める。 

・問題場面に対する自分なりの解決策を選択・

決定する中で，実現したい道徳的価値の意

義や意味への理解を深める。 

・考えた解決策を身近な問題に適用し，自分の

考えを再考する。 

・問題の探究を振り返って，新たな問いや自分

の課題を導き出す。 

道徳的な問題場面の把握や考察など 

・道徳的行為を実践するには勇気がい

ることなど，道徳的価値を実践に移

すためにどんな心構えや態度が必要

かを考える。 

・価値が実現できない状況が含まれた

教材で，何が問題になっているかを

考える。 

 

問題場面の役割演技や道徳的行為に関

する体験的な活動の実施など 

・ペアやグループをつくり，実際の問

題場面を役割演技で再現し，登場人

物の葛藤などを理解する。 

・実際に問題場面を設定し，道徳的行

為を体験し，その行為をすることの

難しさなどを理解する。 

 

道徳的価値の意味の考察など 

・役割演技や道徳的行為を体験した

り，それらの様子を見たりしたこと

をもとに，多面的・多角的な視点か

ら問題場面や取り得る行動について

考え，道徳的価値の意味や実現する

ために大切なことを考える。 

・同様の新たな場面を提示して，取り

うる行動を再現し，道徳的価値や実

現するために大切なことを体感する

ことを通して実生活における問題の

解決に見通しをもたせる。 

終 
 

末 

まとめ 

・教員による説話。 

・本時を振り返り，本時で学習したことを今度どのように生かすことができるかを考える。 

・道徳的諸価値に関する根本的な問いに対し，自分なりの考えをまとめる。 

・感想を聞き合ったり，ワークシートへ記入したりして，学習で気付いたこと，学んだことを振り返る。 
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（１） 道徳性に係る事前アンケートを実施【Ｂ－（９）相互理解，寛容】 

（２） 教材内容と日常生活を関連付けた問題を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 教材に描かれた登場人物の立場や心情を捉え，自分事として考えながら問題を探求していく。 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 改めて心情円盤で自分の気持ちを表現する。 

 

 

 

問題解決的な学習の実践事例 

 

○ 事前アンケートで見られた教材の登場人物と同様の考えを，児童生徒達の身近な問題として

取り上げることで，児童生徒は自分事として主体的に考えることができます。 

○ 導入で取り上げた問題を，展開後段や終末において改めて問うことで，児童生徒は，学習を

通して考えたことを基に，自己を見つめ直すことができ，課題に対する自分なりの納得解を導

き出すことにつながります。 

○自分だけ「余り」になること

に対する，今の気持ちはどう

ですか？ 

ポイント：教材内容と事前アンケートとのリンク 

ポイント：終末で，「余り」に対する生徒自身の心情（ポジティブ・ネガティブ）の割合を心 

情円盤に示させ，ワークシートに記録させた。心情の割合に変化があった生徒に 

ついては，その理由についても記入させた。 

○自分が一人だけ「余り」になった

ら，どんな気持ちになりますか？ 

二人組より三人組の方が難しいなぁ。 

今までの自分は，相手の立場を考え， 

優しくするという余裕がなかったな。 

我慢するってことも時には必要なのかな。 

ここがポイント！ 
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評価の基本的な考え方は，児童生徒の側から見れば，自らの成長を実感し，意欲の向上につなげて

いくものであり，教員の側から見れば，教員が目標や計画，指導方法の改善・充実に取り組むための

資料です。 

道徳科においては，児童生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握し，指導に生か

すよう努める必要があります。ただし，数値などによる評価は行わないものとします。 

⑤ 道徳科における評価 

ア 道徳科における児童生徒の学習状況及び成長の様子についての評価 

○ 道徳科に関する評価の基本的な考え方 

 

 

 

 

 

○ 道徳科の評価の在り方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 個人内評価として見取り，記述により表現することの基本的な考え方 

 

 

 
  

【道徳科の授業における児童生徒の評価の視点】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳科の評価は，一つ一つの内容項目ごとに，その内容項目についてどのくらい理解したかとい

うことを評価するものではありません。道徳的価値について多面的・多角的に考えることができる

ようになったか，道徳的価値を自分自身との関わりで深めようとしていたかといったことを，学期

や学年など一定のまとまりの中で，道徳科の学習状況や道徳性に係る成長の様子を見取り評価す

るということを示したものです。 

 なお，一定のまとまりの中で評価した結果として，特に顕著と認められる点が発揮された内容項

目に係る授業について，評価の中で触れるということは考えられます。 

・数値による評価ではなく，記述式とすること 

・個々の内容項目ごとではなく，大くくりなまとまりを踏まえた評価とすること 

・他の児童生徒との比較による評価ではなく，児童生徒がいかに成長したかを積極的に受け止めて

認め，励ます個人内評価として行うこと 

・学習活動において児童生徒がより多面的・多角的な見方へと発展しているか，道徳的価値の理解

を自分自身との関わりの中で深めているかといった点を重視すること 

・道徳科の学習活動における児童生徒の具体的な取組状況を一定のまとまりの中で見取ること 

○ 一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展させているかどうか【視点】 

（例）  

・道徳的価値に関わる問題に対する判断の根拠やそのときの心情を様々な視点から捉え考えよう

としている 

 ・自分と違う立場や感じ方，考え方を理解しようとしている 

 ・複数の道徳的価値の対立が生じる場面において取り得る行動を多面的・多角的に考えようとし

ている 等 

○ 道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかどうか【視点】 

（例） 

 ・読み物教材の登場人物を自分に置き換えて考え，自分なりに具体的にイメージして理解しよう

としている 

 ・現在の自分自身を振り返り，自らの行動や考えを見直していることがうかがえる部分に着目し

ている 

 ・道徳的な問題に対して自己の取り得る行動と他者と議論する中で，道徳的価値の理解を更に深

めている 

 ・道徳的価値の実現することの難しさを自分のこととして捉え，考えようとしている 等 

道徳科において，児童の学習状況や道徳性に係る成長の様子をどのように見取り，記述する

かということについては，学校の実態や児童の実態に応じて，教師の明確な意図の下，学習指

導過程や指導方法の工夫と併せて適切に考える必要があります。 
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○ 評価のための具体的な工夫例 

 

 

 

 

【評価のための工夫の実践事例】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・児童生徒の学習の過程や成果などの記録を計画的にファイルに蓄積したもの 

・児童生徒が道徳性を養っていく過程での児童生徒自身のエピソードを累積したもの 

・作文やレポート，スピーチやプレゼンテーションなど具体的な学習の過程 

・児童生徒が行う自己評価や相互評価 等 

 

○ 児童生徒の成長を見守り，努力を認めたり，励ましたりすることによって，児童生徒が自らの成長

を実感し，更に意欲的に取り組もうとするためのきっかけとすることが求められます。 

○ 道徳性は，多様な児童生徒の人格全体に関わるものであることから，個人内の成長の過程を重視す

るようにしましょう。 

ここがポイント！ 

大くくりなまとまりを踏まえた評価の工夫の例 

道徳の時間の振り返り（毎回の授業とは別に，８回毎に１回振り返りを行う） 
下記の①～⑦を（４よくできた ３できた ２あまりできなかった １できなかった）

の４段階で評価を行い，各児童の課題について中・長期的な視点で対応していきます。 

①道徳の時間，いっしょうけんめいに考えていますか・・・・・・・・・・・・・(１) 

②道徳の時間，自分のことをくわしく見つめていますか・・・・・・・・・・・・(２) 

③道徳の時間，自分の考えと友達の考えをくらべて聞いていますか・・・・・・・(３) 

④道徳の時間，進んで発言していますか・・・・・・・・・・・・・・・・・・(２)(３)  

 ⑤道徳の時間，自分の考えを書くことができますか・・・・・・・・・・・・・・(４) 

 ⑥道徳の時間，自信を持つことができましたか・・・・・・・・・・・・・・・(２)(４) 

 ⑦道徳の時間，自分のよいところや，がんばっているところに気づきますか・・(１)(４) 

  ※（ ）内の数字は，道徳科の授業における学習活動を示しています。 

大くくりなまとまりを踏まえて

評価をする際，毎時間の道徳科

の振り返りとは別に，学期ごと

や一定期間をおいた上で，道徳

科の授業を振り返ることで，児

童生徒は自身の学びや成長を実

感することができます。 

児童生徒の振り返りの質問項目を考え

る際は，道徳科の授業における学習活動

として示されている（１）道徳的諸価値

について理解する（２）自己を見つめる

（３）物事を多面的・多角的に考える

（４）自己の生き方についての考えを深

める等に基づいて設定することで，児童

生徒の自己評価を基に，指導者が自身の

授業を振り返ることができます。 
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【児童生徒の自己評価を授業改善に生かす実践事例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長いスパンで見取っていく 

①授業実施日 

②印象 発見 深まり 大切なこと (◎ 〇 △) 

③②の理由 

④ベスト３（いくつ選んでも良い） 

⑤自由記述 
 

生徒が今までの授業を改めて振り返り記入し

ます。その一人一人の考えや思いを集約し，

共有することで，生徒が自分と同じ見方や違

った捉え方を共有することもできます。 

（例３）学期・年間の振り返り 

  （印象度・ベスト３） 

生徒の自己評価(４観点)の活用 
①授業の印象 

②友達からの発見 

③考えを深めたか 

④大切なことが分かったか（納得解） 
 

①～④を集約しデータで傾向を見ます。 

生徒の実態把握や授業づくり，日常の指導に

生かします。 

これらの取組を生徒と教師で共有することで，これまでの道徳科の授業の成果や思考の傾向を客

観的に振り返ることができます。 

（例２）授業終末の振り返り 

自己評価の活用 

 

児童生徒の振り返り（記述・自己評価・板書等）を生かした事例 

生徒振り返りコメントの教材化 

①全員のコメント 

②板書付でプリントに 

③授業後に交流 
 

全員のコメントだから意味があります。 

自分のコメント，仲間のコメントを見ること

で，自己理解，他者理解へつながります。 

板書を見て授業を思い出すこともできます。 

 

 

 

（例１）全員の授業振り返りをプリントで交流（板書付） 

 

音声入力による 

教師の作業効率化 
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児童の学習状況の把握を基に授業に対する評価と改善を行う上で，学習指導過程や指導方法を振

り返ることは重要です。教師自らの指導を評価し，その評価を授業の中で更なる指導に生かすこと

が，道徳性を養う指導の改善につながります。 

イ 道徳科の授業に対する評価 

○ 授業に対する評価の基本的な考え方 

 

 

 

 

【道徳科の学習指導過程や指導方法に関する評価の観点の例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

○ 授業に対する評価の工夫例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師は，明確な意図をもって指導の計画を立て，授業の中で予想される具体的な児童の学習

状況を想定し，授業の振り返りの観点を立てることが重要です。こうした観点をもつことで，

指導と評価の一体化が実現することになります。 

道徳科の評価は，指導に生かされ，児童生徒の成長につながる評価にしていきましょう。 

ア 学習指導過程は，道徳科の特質を生かし，道徳的価値の理解を基に自己を見つめ，自己の（人

間としての）生き方について考えを深められるよう適切に構成されていたか。また，指導の手

立てはねらいに即した適切なものとなっていたか。 

 

イ 発問は，児童（生徒）が（広い視野から）多面的・多角的に考えることができる問い，道徳的

価値を自分のこととして捉えることができる問いなど，指導の意図に基づいて的確になされて

いたか。 

 

ウ 児童（生徒）の発言を傾聴して受け止め，発問に対する児童の発言などの反応を，適切に指導

に生かしていたか。 

 

エ 自分自身との関わりで，物事を（広い視野から）多面的・多角的に考えさせるための，教材や

教具の活用は適切であったか。 

 

オ ねらいとする道徳的価値についての理解を深めるための指導方法は，児童（生徒）の実態や発

達の段階にふさわしいものであったか。 

 

カ 特に配慮を要する児童（生徒）に適切に対応していたか。 

ア 授業者自らによる評価 

・記憶や授業中のメモ，板書の写真，録音，録画 

・一人一人の学習状況を確かめる手立てを用意しておき，それに基づく評価を行う 等 

 

イ 他の教師による評価 

・道徳科の授業を公開して参観した教師から指摘を受けたり，ティーム・ティーチングの協力者

などから評価を得たりする機会を得る 等 
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【授業評価のための工夫の実践事例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 座席表カルテを活用した児童生徒の記述や反応の記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 発言やつぶやきが特定の児童生徒に偏る場合 

⇒理解しやすい教材提示の工夫，補助発問の工夫が必要です。 

 ○ 児童生徒のつぶやきを生かせていない場合 

⇒指導者のファシリテーターとしての役割を見直しましょう。 

 ○ 配慮を要する児童生徒が，道徳ノート等に考えたことなどを記述できない場合 

⇒配慮を要する児童生徒への言葉がけ，または，支援体制の見直しを行いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 授業者自らが学習指導過程を振り返ることが大切です。 

 振り返るためには，道徳ノートやワークシート，授業中の記録メモ，板書の写真，録音，

録画などを活用します。特に児童生徒の記述や反応は，授業改善に生かすための有効な評価

の材料となります。 

素早く簡単にメモできるように，記号化やマークも考えておくと便利です。 

（例：自分との関わりでの考え⇒１，他者との関わりでの考え⇒２，発言⇒〇など）メ

モには，児童生徒の発言だけでなく，表情や反応などを簡単にメモしましょう。記述など

表現が苦手な児童生徒の反応は，些細なことでもメモを取っておくようにします。 

『全員のメモを取らなくては！』と考えず，自分が大切だと感じた『つぶやきや反応』

や，気になったことだけをメモをしてみましょう。 

 また，授業中にメモを取るだけでなく，授業後，記憶が新しいうちにメモを書き加える

ことで，授業改善につなげます。 

記録メモのポイント 

【個人】 

① 発問に対する児童生徒の発言，反応 

② 配慮を要する児童生徒の反応 

【グループ】 

① 協議の論点 

② 協議に対する意見 

 

授業改善に生かそう！ 

 

児童生徒の記述や反応等を授業改善に生かす工夫の例 

【座席表カルテ】 

 

 

〇 授業改善は，まず，自分自身が日々の授業を振り返ることから始まります。 

〇 授業改善をしていくためには，授業者が自己評価するだけでなく，他の教師などの外部評価

が有効です。児童生徒の姿や言葉を素直に受け止めて，取り組んでいきましょう。 

ここがポイント 
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道徳教育は，教育基本法及び学校教育法に定められた教育の根本精神に基づき，生徒が自己探求と

自己実現に努め国家・社会の一員としての自覚に基づき行為しうる発達の段階にあることを考慮し，

人間としての在り方生き方を考え，主体的な判断の下に行動し，自立した人間として他者と共により

よく生きるための基盤となる道徳性を養うことを目標とすること。 

各学校においては，第１款の２の(2)に示す道徳教育の目標を踏まえ，道徳教育の全体計画を作成

し，校長の方針の下に，道徳教育の推進を主に担当する教師（「道徳教育推進教師」という。）を中心

に，全教師が協力して道徳教育を展開すること。 

道徳教育の全体計画の作成に当たっては，生徒や学校の実態に応じ，指導の方針や重点を明らかに

して，各教科・科目等との関係を明らかにすること。その際，公民科の「公共」及び「倫理」並びに

特別活動が，人間としての在り方生き方に関する中核的な指導の場面であることに配慮すること。 

（３）高等学校における道徳教育 

  ① 道徳教育の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 道徳教育の指導体制 

 

 

 

 

 

 ③ 道徳教育の全体計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よりよく生きるための基盤となる道徳性を育む道徳教育は，生徒一人一人が将来に対

する夢や希望，自らの人生や未来を拓いていく力を育む，重要な役割をもっています。 

生徒は，人間としての在り方生き方に関する教育の中で，小・中学校における道徳科

の学習等を通じた道徳的諸価値の理解を基にしながら，生徒が自分自身に固有の選択基

準・判断基準を形成していくこととなります。その充実のためには，学校の教育活動全

体を通じて行い，各教科・科目等のそれぞれの特性に応じて，適切な指導を行うことが

求められます。 

 

 

道徳教育は，先生方が様々な生徒とかかわる中で，日常的に行われています。したがって，すでに

実践していることを生かす視点をもつことが大切です。 

また，道徳教育の指導体制と全体計画で求められていることは，「学校の教育活動全体を通じて，

全教職員が協力して道徳教育を展開すること」，「生徒が人間としての在り方生き方を考える機会を

設けること」と，端的に表すことができます。 

具体的な取り組みとしては，例えば，次のようなことが考えられます。 

① 普段から先生方が行っておられることで，道徳教育の全体計画にある学校教育目標や校訓に関 

わることを共有する。 

② 共有したものから，共通実践できるものを複数選び，全ての教職員がそのうち一つ以上を実践

する。 

ここがポイント！ 



 

 

２ 道徳の指導計画作成 ～「道徳教育の全体計画」と「道徳科の年間指導計画」～ 

（１）校長の方針を明確に示そう！ ・・・・・・・・・・・・・ 24 

（２）道徳教育推進教師を中心とした協力体制を整備しよう！ ・ 25 

  ① 協力体制の充実 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 25 

  ② 道徳教育推進教師の役割 ・・・・・・・・・・・・・・ 27 

（３）道徳教育の全体計画を作成しよう！ ・・・・・・・・・・ 34 

  ① ４つの視点と内容項目ごとに，各教科等における 

道徳教育に関わる内容及び時期を示した例 ・・・・・・・ 35 

  ② 道徳科と各教科等それぞれの道徳教育に 

関わる内容及び時期を示した例 ・・・・・・・・・・・・ 36 

  ③ 内容項目ごと，各教科等との関連を 

   発達の段階を捉えながら示した例 ・・・・・・・・・・・ 37 

（４）道徳科の年間指導計画を作成しよう！ ・・・・・・・・・ 38 

（５）各教科等との関連を図った実践例 ・・・・・・・・・・・ 39 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳科の授業において子供達が， 

自分事として考えるためには， 
日常生活での種まきが大切です！ 

カリキュラム・マネジメントによる道徳教育を展開したい 



- 24 - 

 

ポイントは，「思いやり」と「規範意識」！ 

 

改善前  
人間尊重の精神を生かし，道徳的心情と道徳的判断力を高め，道徳性を養う。 

 

 

 

２ 道徳の指導計画作成 ～「道徳教育の全体計画」と「道徳科の年間指導計画」～ 

 

 

 

 

 

 

 

（１）校長の方針を明確に示そう！ 

   道徳教育は，学校の教育活動全体で取り組むものであり，校長は学校の道徳教育の基本的な方針

を全教員に明確に示すことが求められています。そのためには， 

  校長は道徳教育の改善・充実の方向を視野におき， 

① 児童生徒の道徳性にかかわる実態， 

② 学校の道徳教育推進上の課題， 

③ 社会的な要請や家庭や地域の期待などを踏まえ， 

学校の教育目標とのかかわりで，道徳教育の基本的な方針を明示する必要があります。 

  

  ＜道徳教育の重点目標の改善例（Ａ小学校の例）＞     

    

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳の指導計画については，道徳教育の全体計画作成事項が学習指導要領解説総則編において，道

徳科の年間指導計画作成事項が学習指導要領解説「特別の教科 道徳」編において，それぞれ示され

ています。したがって，各学校においては，校長が道徳教育の方針を明確にし，指導力を発揮して，

全教員が協力して道徳教育を展開するため，道徳教育の推進を主に担当する教師（以下「道徳教育推

進教師」という。）を中心として，｢道徳教育の全体計画」とそれに基づく「道徳科の年間指導計画」

を作成する必要があります。 

改善後 

人間尊重の精神を生かし，思いやりの心をもって，規範を尊重しようとする児童を育成する。 

 

Ｐlan 実態把握・計画立案のために 

 

「児童生徒の道徳意識調査」， 

「アンケート調査」，「教職員の意

見」，「社会背景」等を参考にして，

実態把握をしましょう。 

 

教育基本法に示されている公共
の精神等，日本人がもっていた「規
範意識」を重視したい。 

教育委員会が目指す「思いやりと
規範意識のある人間」を尊重しよう。 

子供たちには，相手のことを思い
やり，しっかりとした規範意識をも
った人間に育ってほしい。 

本校の子供たちは，明るく元気で
やる気もあるが，学校の約束や社会
のきまりを意識して生活することが
十分でない。 

漠然とした目標で，学校として何を重点に道徳教育を行うの
かが分かりにくい。そのため，各学年の道徳の重点内容項目も
ばらばらで，学校として意識統一した指導ができていない・・。
具体性のある目標に修正しよう。 

Ｂの視点，特に「親切，思いやり」 
Ｃの視点，特に「規則の尊重」 

 

○ 道徳の内容とのかかわりを明らかにして，道徳教育の重点目標を設定します。道徳の内容項目も 

参照して，分かりやすい目標にすると，学校の重点内容項目とのつながりが出てきます。 

ここがポイント！ 
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 ＜協力し合える指導体制づくり（Ｂ小学校の例）＞ 

 

（２）道徳教育推進教師を中心とした協力体制を整備しよう！ 

① 協力体制の充実 

学校が組織体として一体となって道徳教育を進めるためには，校長の明確な方針と道徳教育推

進教師等の役割の明確化とともに，全教師が指導力を発揮し，協力して道徳教育を展開できる体

制を整えるようにしましょう。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

主な内容項目 主に協力を求める教職員，家庭，地域の方々 

節度，節制 養護教諭・栄養教諭・栄養士・家庭等 

感謝 養護教諭・栄養教諭・栄養士・事務職員 

用務員・家庭・地域人材 等 

勤労，公共の精神 用務員・地域人材 等 

家族愛，家庭生活の充実 家庭 等 

よりよい学校生活， 

集団生活の充実 

校長・教頭・事務職員 等 

伝統と文化の尊重， 

国や郷土を愛する態度 

家庭・地域人材 等 

国際理解 ALT・JET・地域人材 等 
 

例えば 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳教育推進教師と各部のリーダーが一緒になって

道徳教育が推進できるような推進体制にしましょう。 

 

【道徳推進教師を中心とした指導体制の充実】 

道徳科の指導を計画的に推進し，また，それぞれの授業を魅力的なものとして効果を上げるた

めには，校長の方針の下に学校の全教師が協力しながら取組を進めていくことが大切である。校

長の方針を明確にし，道徳教育推進教師を中心とした指導体制の充実を図るとともに，道徳科の

授業への校長や教頭などの参加，他の教師との協力的指導，保護者や地域の人々の参加や協力な

どが得られるように工夫することが大切である。 

内容項目や教材の内容を吟味

する中で，特に効果的と考えられ

る場合は，道徳科における実際の

指導において他の教師や家庭，地

域の方々などの協力を得ること

が考えられます。 
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校内で協力し合える指導体制づくりの実践事例 

 

○ 校内での協力体制を整えるためには，先生同士の連携がとても大切です。一人一人の先生 

の専門性を大切にし，日頃からコミュニケーションをとっておきましょう。 

○ 担任は，協力していただく教職員や地域などのＧＴとの打ち合わせの際，授業のねらいや 

指導の意図を明確に示しておき，共通理解・共通実践となるようにしましょう。 

○ 年間指導計画に協力してもらう授業を計画的に配置しましょう。また，年間指導計画に， 

実施日や協力者名などの記入欄を設けておき，時期や内容で有効であった授業を記録し， 

共有することで次年度につなげていきましょう。 

 

全校児童生徒の健康管理に目を配る養護教諭

に，健康管理の側面から，「生活習慣」（節度，

節制），「命の大切さ」（生命の尊さ）などから話

をしてもらいます。 

道徳科の授業は，学級担任の教師が行うことを原則としますが，校長や教頭などの参加，他の

教師との協力的な指導などを工夫し，道徳教育推進教師を中心とした指導体制を充実することで，

より自分のこととして考えるとともに，道徳的価値についての理解を一層深め，生活に生かして

いこうとする意欲につながります。 

 

ここがポイント 

 

養護教諭に聴診

器で心臓の音を聞

かせてもらいます。

（生命の尊さ） 

栄養教諭・学校栄養職員に，「食育」（節度，

節制・生命の尊さ）や「和食」（伝統と文化

の尊重，国や郷土を愛する心）などを給食献

立と関連させて話をしてもらいます。 

校長が，画家「奥田元宋」の地域教材の授業

に（Ｔ・Ｔとして）参加し，卒業する生徒に「ふ

るさと」（伝統と文化の尊重，国や郷土を愛す

る心）を考えさせ，ふるさとへの思いを語って

もらいます。 

校長から校章の意味

を聞き，自分達の学校

への思いを深めます。 
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② 道徳教育推進教師の役割 

 

 

 

【道徳教育推進教師の役割として考えられる事柄と具体的な行動例】※（ ）内は高等学校 

 事   柄 具 体 的 な 行 動 例 

ア 

道徳教育の指導計画

（全体計画）の作成に

関すること 

・道徳教育の重点目標を全教員が共通認識できる機会をつくる。 

・見直しの視点を示す。（実態から，重点目標から等） 

・指導記録を計画の見直しに生かせるように，指導記録を使った見直しの

機会をつくる。 

イ 

全教育活動における

道徳教育の推進，充実

に関すること 

・学校の重点内容項目を，機会（学校行事・体験活動等と関連して）を見

つけては確認する。 

・年間 1 回以上，各教科，総合的な学習の時間等との関連，体験活動や地

域とのつながり等を年間計画や別葉を基に見直す機会をつくる。 

ウ 
道徳科の充実と指導

体制に関すること 

・校内授業研，道徳教育研修の研修計画へ位置付ける。→記録の蓄積 

・ティーム・ティーティング（Ｔ・Ｔ）授業を計画する。（ゲストティーチ

ャーの活用も含め） 

・複数学年，学級による合同授業を計画する。 

・ゲストティーチャー一覧表を作成し，共有化を図る。 

・全職員で関わるような仕組みを作る。※（所属校内部会の活用） 

エ 

道徳（道徳教育）用教

材の整備・充実・活用

に関すること 

・教材，掲示物，板書記録の保存と活用を行う。（保管場所の明示，提出数

の明示，機能的に活用できるように） 

・地域教材の開発に向けた計画，支援を行う。 

オ 

道徳教育の情報提供

や情報交換に関する

こと 

・研修報告の機会を確保する。 

・校内で紹介したい資料を収集する。 

・近隣の学校で研究授業に参加し合う。 

・ＨＰに「道徳教育」のページを設ける。 

カ 

道徳科（道徳教育）の

授業公開など家庭や

地域社会との連携に

関すること 

・授業公開，懇談会を企画する。（保護者参加型授業も含めて） 

・家庭,地域との連携方法を明確にする。 

・ＨＰに「道徳教育」のページを設ける。 

・学校便り，学級便りに意図的に掲載するように働きかける。 

キ 
道徳教育の研修の充

実に関すること 

・校内授業研修，道徳教育研修の研修計画へ位置付ける。 

・模擬授業の実施を提案する。 

ク 

道徳教育における評

価に関すること 

（道徳教育の全体計

画の評価に関するこ

と） 

・学校自己評価へ位置付ける。 

・子供の道徳性の見取りについて，共通理解を進める。（上段キと関連） 

・記録の仕方を統一する。 

・保護者や外部の方の声を集める。 

道徳教育推進教師が全体を掌握しながら，全教員の参画，分担，協力の下に道徳教育が

円滑に推進され，充実していくように働き掛けていくことが望まれます。 
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○ 学びと生活をつなぐ工夫 

■授業の振り返りの掲示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 取組の意図 

・児童生徒が授業での学びを普段の生活の中でも振り返って生活に生かせるようにする。 

・授業者が，これまでの児童生徒の学びや各内容項目等のつながりを踏まえた授業実践がで

きるよう，毎時間の授業の要点をまとめ，教室や掲示板への掲示を行う。 

 

○ 実施するときのポイント 

・情報過多にならないよう，ポイントを絞った簡潔な内容で掲示しましょう。 

・児童生徒が関心をもつとともに，学びを想起できるきっかけとなるよう，文字だけでなく，

児童生徒の考えやノートへの記述，イラストを載せるなど工夫をしましょう。 

・教室や掲示板など，教員や児童生徒の目につきやすい場所へ掲示しましょう。 

教具，掲示物等を整理し，教職員間で共有している例 

主題名，授業での学び 
内容項目ごとの 

授業イラスト掲示 

児童生徒の主な考え 
中心発問，板書， 

道徳ノートの記述 
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○ 教材の準備，整理，保存の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教具，掲示物等を整理し，教職員間で共有している例 

○ 取組の意図 

・学年に複数学級ある場合，先行事例をもとに，ブラッシュアップしながら授業改善を進

めていくことができるようにする。 

・来年度，授業実施する際の参考資料を蓄積・共有しておくことで，教職員同士が参考資

料をもとに，発問構成，学習指導過程，指導方法等を検討することができ，教職員全体

の授業力向上につなげる。 

○ 実施する時のポイント 

・いつでも誰でもすぐにデータ共有ができるよう，授業記録やワークシート，導入や終末

で活用できる資料，関連動画，授業づくりの参考となるデータ等は，校内共有サーバー

にデータ保存しておきましょう。 

各教員がすぐに手に取れるよう，授業記録のファイルや教具をまとめ，職員室に保管している。 

中の教材が一目でわかるように， 

袋の表に教材名，主題，内容項目を記載

し，挿し絵を貼り付けている 

中には，ワークシート，挿絵， 

発問短冊が入っている 

各学年，各学級で 

授業記録ファイルを作成・保管 

学習指導過程，成果と課題， 

今後に向けて，板書等 
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（例）地域教材「せらまち音頭に込められた想い」開発の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教材開発に向けた計画，支援の工夫の例 

【計画，支援の際のポイント】 

○ 教材を作成・選択する際は，児童生徒の興味を引くことにのみ留意するのではなく，「この

教材で何を考えさせるのか」という授業のねらいや指導の意図を明確にすることが大切です。 

○ 普段から学校や地域の特色ある資源，人材，行事，ニュースなどを内容項目の視点から捉え，

授業に活用できないかアンテナを張っておくことが大切です。 

① 生徒の発達段階や特性，地域の事情等を考

慮し，教材化したい内容を検討する。 

② 教材の活用方法を考える。 

（内容項目，ねらい，指導学年など） 

④ 担任とともに具体的な指導計画を作成する。 

⑤ 教材の使用許可の申請やゲストティーチャ

ーとの連絡調整を行う。 

フラワーフェスティバルで踊っ

た「せらまち音頭」の歌詞は郷

土愛の学習に生かせそうだな。 

いろいろな歌詞に込められた想

いを考えさせるために，ＫＪ法

による活動を取り入れよう。 

授業の実施 
※可能であれば担任とＴ・Ｔで授業

を行う。 

道徳教育推進教師の役割 

⑥ 作成した教材，指導記録等を保管し，次年度

以降の年間指導計画に反映させる。 

終末で「せらまち音頭」の作

成に関わった方に当時のこと

を語ってもらおう。 

来年度は実施時期をフラワー

フェスティバルの近くに設定

しよう。 

③ 教材を作成する。 

 道徳科に用いられる教材を具備する際は，「児童生徒の発達の段階に即してい

るもの」，「児童生徒が深く考えることができるもの」，「特定の見方や考え方に

偏った取扱いがなされていないもの」などの要件を満たすことが大切です！ 
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（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

○ 資料を収集・整理する過程で，改めて大切なことに気付く場合があります。その気付きを

具体的に付け加えながら情報提供することが大切です。 

○ 情報提供した後も，機会を捉え，ポイントを絞って再共有したり，資料の活用状況を把握

して具体的な助言をしたりしていくと，さらに活用することを促すことができます。 

共有し 活用できるようにするために 

校内で資料を共有・校外へ取組を発信するための工夫の例 

伝えたいことを整理・

選択し，キーワードを

使い表現。 

校内で学んだことを，町内

の道徳教育推進協議会等

においてプレゼンテーシ

ョンを使い情報発信。 

町内の道徳教育推進協議会

等において，校内で研究した

ことを，スライド資料等を使

って情報発信する。 

ここがポイント 

① 情報収集 
『指導に生かされ，児童の成長
につながる』評価に関する資料
や情報を集める。 
 

② 資料作成 
分かりやすさ，見えやすさ，使
いやすさを優先して整理・作成
をする。 

 
③ 校内研修で周知 

研修の場面で表を提示して，表
記の視点や観点と結び付けて具
体的に指導案等を検討する。授
業後の協議で活用する。 

 
④ それぞれの実践 

各自が，授業づくりや授業の振
り返りの場面で視点や観点を意
識し実践に活かす。 

 
⑤ 市町内へ周知 
  効果的であった取組は，各市町

の道徳教育推進協議会等にお
いて，共有することで，市町に
おける道徳教育の推進・充実を
図る。 
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その１ 家庭や地域社会の情報は生徒の力を借りて収集，そして，授業での活用へ 

その２ 地域支援員さんとの連携による学校外の人的物的資源の活用へ 

生徒は地域の宝物を多く知っているはず。生徒の作文などから情報収集します。 
生徒作文の募集 

生徒作文を活用し，教材と結び付けたり，ＧＴを招いて授業を行ったりします。 

大和支所 
(地域) 

その３ 地域はいつでも協力的！ 開かれた学校を待っている！ 
道徳教育推進教師はつなぎ役！ アンテナ力とキャッチ力でマネジメントを！！ 

大和に 
生まれてきて 
良かったと 
大人になって

思って 
くれたらいい 

三
原
市
地
域
支
援
員 

大
和
町 

各市町に配属されている地域支援員さんとの連携です。各自治区にも通じておられ，地域と学校の橋
渡しをしてくださいます。この地域支援員さんが，地域のＧＴ（ゲストティーチャー）など人的・物的
な資源を紹介してくださることで，より充実した連携や協働した取組ができるようになります。「大和を
元気に」という思いを共有しながら，地域と学校を結んだ活動を行いました。 

 

地域の方と連携して進める授業の実践事例 

大和を元気に 
道
徳
教
育
推
進
教
師 

時や場，人，モノなど多様
なつながりをマネジメントす
ることで，生活につながる道
徳教育を進めていきました。 

地域を知り，地域から大切に
されている自分に気付き，役
に立ちたいという思いが生ま
れてきます。 

大和中 
(学校) 

 

夢や目標を抱き 

地域・社会に 

貢献する 

生徒の育成 

連携によって生徒が地域とつながる学校へ 

生徒 

地域振興部
から感謝状 

販売体験 

商品開発 農
業
体
験 

ラ
ジ
オ
宣
伝

に
向
け
て 

キャラクター
デザイン 
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＜道徳教育推進教師の活動計画（例）＞ 

 

 

 

 

 

道徳教育の重点目標：自分自身と向き合い，誠実に生きていく子供を育てる。 
           自他の生命を尊重し，大切にする子供を育てる。 

集団の中で自分の責任を果たし,主体的に協力する子供を育てる。 

道 徳 教 育 の 指 標： 
・人の気持ちがわかる人間になりたい。（肯定的回答 90％以上） 
・人が困っているときは進んで助けている。（肯定的回答 90％以上） 
・児童会や学校行事などにおいて学校の一員としての役割や責任をしっかりと果たしている。 

（肯定的回答 90％以上） 

月 〇〇市道徳教育推進協議会 道徳教育推進計画 道徳教育推進教師が行うこと 

４ 

 ・校内道徳教育推進委員会の 
確立 

・道徳教育推進体制の確立 
・全体計画・年間指導計画の 
確認 

・研究授業の計画，授業評価 
項目の協議 

・道徳用教材の確認 
・児童実態の共有 
・教材分析研修 
・道徳科についてのアンケー
ト調査の実施 

・全体計画・年間指導計画の
評価・改善の協議 

・道徳推進委員会の活動計画提案 
・全体計画・年間指導計画の見直しの視点 
及び具体的な取組の提案 

・各教科等との関連について整理 
・授業評価シートの作成提案 
・アンケート調査作成提案 
・教材の管理 
・研修だよりの発行 
・道徳科における指導・助言 
・アンケート調査の集計・分析 
・アンケート調査，全体計画・年間指導計画
の評価等に基づく取組の分析・改善策の提
案 

５ 
 

６ 
 

７  

８ 
 

振
り
返
り 

○ほぼ計画通り提案し，実行することができた。 

９ 
 ・アンケート調査 

・研究授業の実施 
・道徳参観日の実施 
・全体計画・年間指導計画の
評価・改善の協議 

・〇〇市道徳教育推進協議会での研修内 
容について情報伝達 

・事後研究をもとに授業改善策を提案 
・家庭や地域社会からの意見を分析・改善策
の提案 

・全体計画・年間指導計画の評価等に基づく
取組の分析・改善策の提案 

10 
 

11 
 

12 
 

振
り
返
り 

○道徳参観日の効果的な実施のための提案を行うことによって，道徳参観日には，学校の道徳教育に関す
る方針や取組を発信するとともに，各学級で保護者等参加型道徳授業と意見交換を行い，家庭・地域と
の共通理解が図られた。 

１ 
 ・研究授業の実施 

・道徳教育に関する取組実態 
の共有 

・アンケート調査 
・全体計画・年間指導計画の評 
価・改善の協議 
 

・事後研究をもとに授業改善策を提案 
・道徳教育に関する調査（県）の回答 
作成 

・アンケート調査の集計・分析 
・アンケート調査結果，全体計画・年間指
導計画の評価等に基づく取組の分析・改
善策の提案 

２ 
 

３ 
 

振
り
返
り 

○児童生徒の意識調査を実施・分析し，児童の実態に応じて取組の改善が図られた。 
△道徳科における指導・助言について，計画的に十分に行うことができなかった。来年度は〇〇市道徳教
育推進協議会での研修内容を踏まえ，研修計画に基づいて計画的に行いたい。 

 

 

○ 道徳教育推進教師の活動計画を作成することで，活動内容や時期が明確になり，機能化が図られ

ます。また，道徳教育推進教師が変わっても同様な活動が期待できます。 

ここがポイント！ 

第１回協議会 

＜6月 18日＞ 

○研究授業 

○道徳教育推進教師

の役割について 

 

第２回協議会 

＜8月 25日＞ 

○模擬授業 

○道徳科の授業づく

りについて 

第３回協議会 

＜11月 7日＞ 

○研究授業 

○講師講話 

 

第４回協議会 

＜1月 28日＞ 

○研究授業 

○今年度のまとめ 

 

年度初めに，道徳教育推進教

師としての活動の時期や内容を

計画しておきましょう。 
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＜道徳教育の全体計画（例:中学校）＞ 

 

 

（３）道徳教育の全体計画を作成しよう！ 

   全体計画の作成に当たっては，理念だけに終わることなく，具体的な教育実践に生きて働くもの

になるよう，体制を整え，全教員で創意工夫して作成することが大切です。 

   また，各教科等における道徳教育に関わる指導の内容及び時期を整理したもの，道徳教育に関わ

る体験活動や実践活動の時期等が一覧できるもの，道徳教育の推進体制や家庭や地域社会等との連

携のための活動等が分かるものを別葉にして加えるなどして，年間を通して具体的に活用しやすい

ものとすることが考えられます。 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の実態 

保護者・ 

地域・教職員

の願いなど 

道徳教育推進の基本方針 

道徳教育の重点目標 

※焦点化 

道徳科の 

指導方針 

指導の内容・
時期 

学校の教育目標 法的根拠 

各学年の重点目標 

別葉で 

家庭・地域との連携，特色あ

る教育活動や豊かな体験活

動における指導の指針 など 

各教科，外国語

活動（※小学校のみ），

総合的な学習の

時間，特別活動

における指導の

指針 

道徳教育の推進体制 
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＜道徳教育の全体計画 別葉（例）＞ 

より実効性の高い全体計画とする
ためには，各教科等における道徳教育
の指導内容や時期を示した別葉を作
成して活用しましょう。 

指導する内容項目について，どの教科等で，いつ，どのような

道徳教育を行うのかなどを意識した指導につながります。また，

重点内容項目を強調することで，道徳教育の重点化が図られます。 

①  ４つの視点と内容項目ごとに，各教科等における道徳教育に関わる内容及び時期を 

示した例 （中学校第２学年） 

四つの視点と内容項目ごとに 

各教科等ごとに 

重点目標 
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② 道徳科と各教科等ごとに，道徳教育に関わる内容及び時期を示した例（小学校第５学年） 

月毎に，道徳科と各教科等の単元や題材で，どのよ

うな道徳の内容を指導するのかが明確になります。 

学校教育目標，道徳教育の重点目標，学年重点目標を踏まえた別葉 

道徳の時間及び各教科等ごとに 

月ごとに 
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各教科等との関わり 

③ 内容項目ごとに，各教科等との関連を発達の段階を踏まえて示した例 

学校や学年の道徳教育の重点目標を入れておくと，重点目標を意識して
指導することができます。また，道徳科と各教科等との関連を意識した指
導を行うことができます。 

内容項目ごとの教材名 
（発達の段階ごと） 

 

 ここがポイント！ 

○ 道徳教育の全体計画や別葉を作成する際は，道徳教育推進教師一人が作成するのではなく， 

全教員が作成にかかわるようにしましょう。 
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＜道徳科の年間指導計画（例）＞ 

 

 

学年の基本方針

回 1 月 4 週 2

主題名 節度ある生活 内容項目

教材名 流行おくれ 出　　典

主題構成の理由

ねらい

学習指導過程

他の教育活動との
関連

振り返り

備考

学習規律の指導（常時），学級活動（２）基本的な生活習慣の形成

１　身近な集団の中で自分の役割と責任を主体的に果たせるようにする。
２　教材の中の特定場面や状況を自分との関わりで考え，自分の生き方に
ついての自覚を深めさせる。

節度，節制Ａ（３）

文部省　読み物資料
「主として自分自身に関すること」

　生活を振り返り，自ら節度を守り，節制に心掛けることについて，主人
公を通して考える。

　生活習慣の大切さを知り，自分の生活を見直し，節度を守り，節制に心
掛けようとする態度を育てる。

１　児童の流行に関することについて話し合う。
２　教材「流行おくれ」を読んで話し合う。
（１）みどりと社会科見学の服装についての話をする真由美は，どんな気
もちだったか。
（２）母にたしなめられた真由美は，どんなことを考えたか。
（３）わたるに「ゲームの本を返して」と言われた真由美は，どんな気も
ちだったか。
（４）シーンとして自分の部屋を見回す真由美は，どんなことを思ってい
たか。
３　節度節制について，心掛けている事柄や実行している事柄の話合いを
通して，自分の生活を考える。
４　生活習慣について，教師が日ごろ努力していることの説話を聞く。

（４）道徳科の年間指導計画を作成しよう！ 

年間指導計画は，道徳科の指導が，道徳教育の全体計画に基づき，児童生徒の発達の段階に即し

て計画的，発展的に行われるように組織された全学年にわたる年間の指導計画です。具体的には，

道徳科において指導しようとする内容について，児童生徒の実態や多様な指導方法等を考慮して，

学年段階に応じた主題を構成し，この主題を学年別に年間にわたって適切に位置付け，配列し，学

習指導過程等を示しましょう。 

＜年間指導計画に明記しておくことが望まれる事柄＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 各学年の基本方針 

○ 各学年の年間にわたる指導の概要 

 ア 指導の時期  イ 主題名  ウ ねらい  エ 教材 オ 主題構成の理由 

 カ 学習指導過程と指導の方法   キ 他の教育活動等における道徳教育との関連 

 ク その他（校長や教頭などの参加及び教員の協力的な指導の計画，保護者や地域の人々の参加・

協力の計画，複数の時間で取り上げる内容項目の場合の全体構想等） 

オ 主題構成の

理由 エ 教材名

（出典） 

イ 主題名 

学年の基本方針 

キ 他の教育活動との関連 

カ 学習指導過程 

内容項目 

ア 指導の時期 

（回・月・週） 

ウ ねらい 

振り返り 

小学校第５学年 年間指導計画 

 ここがポイント！ 

○ 振り返りや備考欄を設け，授業実施後に気付きを記入しておくと，次年度に向けて，さらに加

筆・修正することができ，授業改善につながります。 
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（５）各教科等との関連を図った実践例 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「総合単元的な道徳学習プログラム」の例 

【作成と活用のポイント】 

○ 作成に当たっては，自校の道徳教育全体計画（別葉）を参照し，各教科の学習内容と内容項

目との関係を明確にしましょう。また，必要に応じて別葉を見直しましょう。 

○ できるだけ短い期間で学習内容を絞って計画・実行すると，児童生徒が学びのつながりを実

感しやすくなります。 

○ プログラムと同様の形式の自己評価シートを作成し活用することで，児童生徒に学習内容の

つながりを意識させるともに，自らの学びを振り返る場面を設けることができます。 

生徒の自己評価シート ①プログラムの実施前に，テーマ

に係る自分の現状を振り返る。 

②各学習の終了後に振り返り

を記入する。 

③自分の学びを振り返り，

この学習を今後どう生か

していくかを記入する。 

④保護者から評価をもら

い，自らの学びと変容を

自覚する。 
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 【質の高い多様な指導方法の工夫の実践事                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 年間指導計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                 道徳学習プログラム 

 

 

   

防災教育と関連を図った実践例（年間指導計画をもとに道徳学習プログラムを作成の例） 

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 総則編 付録６ 

「⑬ 防災を含む安全に関する教育」（現代的な諸課題に関する教科等横断的な教育内容） 

「学習指導要領解説 総則編 付録６ ①～⑬」に示された内容を，年度当初に教育課程

に導入することを検討することによって，学習指導要領で求められている「現代的な諸課題

に関する教科等横断的な教育内容」を年間指導計画に反映することができます。そのことに

より，児童は，小学校での６年間を通して「現代的な諸課題に関する教科等横断的な教育内

容」について学ぶことができるようにします。年間指導計画は，単元の終了後，児童の学び

や姿を基に，随時，改善していくことが大切です。 

事例として示している道徳学習プログラムは，小学校学習指導要領における「⑬防災を含む安全

に関する教育」の内容を踏まえて作成しています。「安全・安心な教育環境の構築」の一助として，

４年生では「稲むらの火」で知られる「濱口梧陵」をキーパーソンとして，道徳科「お父さんのじ

まん」，社会科「よみがえらせよう，われらの広村」「自然災害から命を守る」等，各教科等の内容

と関連させ，命を守り,「安全で安心な社会づくりのために,『地域の支援者となることのできる子

ども』」を目指していきます。 



 

 

３ 道徳教育に関する校内研修 ・・・・・・・・・・・・・・・ 41 

（１）校内研修の進め方 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 41 

  ① 研修日・時間の設定 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 41 

  ② 校内研修を進める方法 ・・・・・・・・・・・・・・・ 42 

（２）研修内容例 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 43 

  ① 年度当初 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 43 

  ② 年度途中 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 44 

  ③ 年度途中・年度末 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 45 

４ 道徳科の校内研修 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 46 

（１）事前研究をしよう！ 

  ① 教材分析 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 46 

  ② 主題解釈と教材解釈 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 49 

  ③ 学習指導案の作成 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 50 

  ④ 学習指導案の検討 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 55 

  ⑤ 模擬授業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 55 

（２）授業研究をしよう！ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 57 

  ① ビデオ記録の活用 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 57 

  ② 授業記録用紙の活用 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 58 

（３）事後研究をしよう！ 

  ① 研究協議会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 60 

  ② ワークショップ型の研究協議 ・・・・・・・・・・・・ 62 

③ 授業評価 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 63 

④ オンラインによる授業研究 ・・・・・・・・・・・・・ 66 

５ 道徳教育改善・充実のための情報発信 ・・・・・・・・・・ 67 

  ※研究だより，道徳通信，掲示物等 

  

 

道徳教育・道徳科に関する校内研修を充実させたい 

全教師が協力し合う 

指導体制を充実させる

ことが大切ですよ！ 
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道徳教育を効果的に進めるためには，全教員が道徳教育及び道徳科の重要性や特質について，理解を

深めるとともに学校の道徳教育の基本的な方針を共通理解し，協力して道徳教育を展開するための道徳

教育に関する校内研修を充実させることが大切です。 

 

図１ 令和元年度市町道徳教育推進協議会参加者アンケート結果 

（広島市を除く 22市町） 

３ 道徳教育に関する校内研修 

  

 

 

 

 

 

 

県内において道徳教育の研修の状況については，図１の令和元年度市町道徳教育推進協議会参加者ア

ンケート結果（左側）を見ると，「道徳教育に関する研修を計画的に行っている」に対して肯定的回答が

９割を超えており，各校において道徳教育が計画的に進められてきていることが分かります。しかしな

がら，研修の充実や内容の工夫については，肯定的回答が８割台となっており，計画している毎回の研

修内容をより一層充実させていくことが大切と言えます。 

また，同アンケート結果（右側）を見ると，道徳教育推進教師に関する各項目の肯定的回答が８割を

超えており，各校において，道徳教育推進教師が確実に位置付けられ，その役割を果たしていることが

分かります。しかしながら，道徳科に関する項目に比べ，道徳教育に関する項目の肯定的回答が低くな

っていることや，道徳教育推進教師自身の働きに関する項目が他の項目よりも肯定的回答が低くなって

いることから，道徳教育推進教師の役割を明確化するとともに，全教師が協力して道徳教育を展開する

ことができる体制づくりが重要となります。 

これらのことを踏まえ，各校の実情に応じて全教師が積極的に関わることができる機能的な協力体制

を構築し，計画的に道徳教育に関する研修を進めていくことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）校内研修の進め方 

① 研修日・時間の設定 

    年度当初から計画的に校内研修を進めていくためには，前年度のうちに次年度研修計画を作成

するとともに，道徳教育に関する研修を計画・実施しておくことが大切です。 

また，校内研修は，全教員の共通理解を図る場となるので，道徳の理論研修や授業研究を設定

しておくと理論と実践が結び付き，指導力の向上にもつながります。研修を設定する際は，研修

のおおまかな内容や担当分掌等を明確にしておくことで，研修を進めやすくなります。 

高等学校においては，生徒の発達の段階に対応した指導の工夫が求められる

ことや小・中学校と異なり道徳科が設けられていないことなどから，道徳教育

の指導に係る共通理解を図る研修を設定するなどの配慮が必要です。 

 

 Do 授業実践のために 

 

81.7%

87.2%

89.0%

85.1%

85.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

道徳教育推進教師は，他の教師の相談役や情報提供

をするなど，道徳教育の援助を行っていますか。

道徳教育推進教師は，道徳科で用いる教材の準備や

掲示物の充実など，環境を整えていますか。

道徳教育推進教師は，道徳科の評価を組織的・計画

的に推進するため，評価に関する研修の充実を図っ

ていますか。

道徳教育推進教師は，教職員が協力し合う道徳科の

指導体制の充実を図っていますか。

道徳教育推進教師は機能していると思いますか。

肯定的回答

道徳教育推進教師について

83.3%

91.9%

85.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道徳教育に関する研修は，授業研究や理

論研修など内容を工夫していますか。

道徳教育に関する研修を計画的に行って

いますか。

道徳教育に関する研修は充実していると

思いますか。

肯定的回答割合

自校の道徳教育に関する研修について
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〈例〉研修計画（中学校：道徳教育に関するもの） 

 

 

 

   

 

② 校内研修を進める方法 

   （ア）全教員が役割を分担し，全員で研修を進める方法 

   （イ）分掌組織によって進める方法 

   （ウ）道徳教育推進教師が中心となって進める方法 

   （エ）指導者を招へいして研修を進める方法 

   （オ）道徳科の授業や道徳的実践の指導などを通して研修を進める方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 ４  ５  ６   ７   ８  ９   10  11  12  １   ２   ３ 

内 

容 

 

次
年
度
に
向
け
て 

 
 

↑ 
○
今
年
度
の
取
組
の
振
り
返
り 

  

○
授
業
研
究
（
第
一
学
年
） 

 

三
学
期
に
向
け
て 

 
 

↑ 

○
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
振
り
返
り 

 

○
授
業
研
究
（
第
二
学
年
） 

  
 

  

二
学
期
以
降
の
方
向
性
の
確
認 

 
 
 

↑ 

○
一
学
期
の
取
組
の
振
り
返
り 

   
 

※
講
師
招
へ
い 

○
授
業
研
究
（
第
三
学
年
） 

 

重
点
目
標
等
の
共
通
理
解 

 
 

↑ 

○
生
徒
の
実
態
把
握 

      

担
当
分
掌
等 

 

研
究
部 

生
徒
指
導
部 

 (

一
学
年
会) 

研
究
部 

   (

二
学
年
会) 

研
究
部 

 
 

   

研
究
部 

 (

三
学
年
会) 

研
究
部 

  

研
究
部 

生
徒
指
導
部 

 

 

○ 常に子供から出発して，指導に還元できるようにしましょう。 

○ 目指す子供像を設定し，共通理解を図りましょう。 

  ※小学校は中学校の，中学校は高等学校の実態を聴くことで，良さや課題を把握でき， 

   子供たちにどんな力を付ける必要があるかが明確になります。 

○ 全教員が意欲的に取り組める内容にしましょう。 

○ 記録を取り，次への研修に活かすことができるようにしましょう。 

○ 道徳教育推進教師一人で進めるのではなく， 

組織的な活動になるようにしましょう。 

○ 研修後，各自が明日からの授業に何を生かす 

か，振り返りを大切にしましょう。 

例：「自分化宣言」 

道徳教育推進教師

一人で悩むのではな

く，教務主任や研究主

任の先生方と連携し

て進めましょう！ 

 

ここがポイント！ 

※水曜日の研修時間を予定していますが変更もあります。 

※授業研究は５校時を予定しています。 

 

講師招へいについては，前年度

のうちに予定を立て依頼をして

おくとスムーズに実施できます。 

 

全体計画を基に，どのよう

に道徳教育を進めていく

のかを確認していきます。 

生徒の実態や取組の成果・課

題を基に，重点目標等の見直

しをしていきます。 

生徒の実態や取組の成果・課

題を整理し，二学期以降の取

組につないでいきます。 



- 43 - 

 

〈事例〉研修テーマ「生徒実態を踏まえた重点目標の確認」 

（２）研修内容例 

① 年度当初 

道徳教育の全体計画に関する内容 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔当日の流れ〕 

○ 道徳教育推進教師と生徒指導主事が役割分担をし，運営していきます。  

１ 前年度までの児童生徒実態（良さや課題）をアンケート等の資料を基に共通理解を図る。 

  ※前年度から勤務している教員に具体的な状況を話してもらうよう事前に依頼して 

   おく。 

２ 今年度の道徳教育の全体計画を見ながら，「１」を踏まえた目指す児童生徒像を確認する。 

３ 道徳教育の重点目標の確認。 

４ 各学年の道徳教育の重点目標の確認。 

５ 各教科等で重点目標を意識した取組をしていくことを確認し，学期末に各教科等におけ

る児童生徒の様子（変容：とりわけ重点目標にかかわって）を交流する場を設定している

ことを伝える。 

 

年度当初に全教員で共通理

解することで，重点を意識し

た取組につながります！ 

 

学校教育目標の具現化を図るためにも，各校において全教育活動を通

して目指す児童生徒の姿を，より具体的に設定するといいかもしれませ

んね。 

児童生徒の実態と，保護者や地域の人々の願い，教職員の願い等を踏

まえて，具体的な児童生徒の姿を設定しましょう。 

学校教育目標の具現化を図るためにも，全ての教育活動を，この目指

す児童生徒の姿にリンクさせて取り組んでいきましょう！ 

また，目指す児童生徒の姿に関連の深い内容項目を整理することで，

重点項目を設定したり，内容項目にかかわりのある教科や行事などを洗

い出したりすることで，配列の工夫等もできますね！ 

 

 

○ 道徳教育推進教師が全体を掌握しながら，全教員が主体的に参画できるように，役割分担を

行ったり，事前に協力を求めたりして，道徳教育を円滑に推進していきましょう。 

○ 道徳教育は学校の教育活動全体で行っていくものです。各教員がそれぞれの役割意識をも

ち，自らの役割を進んで果たせるように，全教員が共通の課題意識をもって進めていきましょ

う。 

○ 道徳教育の重点目標（各学年の道徳教育の重点目標）を常に意識できるように，例えば常に

見えるところに貼るなど，意識付けしていきましょう。  

ここがポイント！ 
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〈事例〉道徳科における質の高い多様な指導方法について 

図２ 教材：わたしたちの道徳（小学校１・２年）増補版 図３ 演習シート 

② 年度途中 

道徳教育に関する内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳的価値に迫る読み物教材の活用や，道徳的価値に関する問題

解決的な学習・体験的な学習など，多様な指導方法を取り入れた授

業を展開するために，計画的・組織的に研修しましょう。 

 

○ 道徳科の授業が児童生徒にとって，深く考える主体的・能動的な学習になるためには，何より

も教員が能動的な学習者でなければなりません。質の高い多様な指導方法を目指して，研修する

ことが求められます。 

○ 道徳科の指導力向上のために，授業の準備，実施，振り返りの各プロセスを含め，全教員が，

道徳科の学習指導案の作成や授業実践を少なくとも年に１回は担当して授業を公開するなど， 

学校全体での積極的な指導力向上の取組に努めましょう。 

ここがポイント！ 

【研修用実践事例ＤＶＤ「『主体的・対話的で深い学び』のある道徳科の授業づくりに向けて－小・中

学校版－」を活用しよう】※県教育委員会ホームページ https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/12doutoku/kensyudvd.html 

〔研修のねらい〕 

 文部科学省の専門家会議で示された，道徳科に求められる質の高い指導方法である「登場人物への自

我関与が中心の学習展開」，「問題解決的な学習展開」等の授業づくりに向けてＤＶＤに収録された研究

授業を視聴し，自らの授業を振り返りながら，より効果的な指導方法を検討することで，授業改善につ

なげていく。 

〔当日の流れ〕 

○道徳教育推進教師が中心となり，教務主任や研究主任と連携し，運営していきます。 

１ ＤＶＤを視聴する前に，協議の柱となる視点を設定する。  

（例）「主体的な学び」を促す発問の工夫，「対話的な学び」を促す指導方法の工夫等 

２ 各自，中心発問や補助発問を考える。※学習指導案にある発問を隠しておくことも可 

３ 配布資料を読む（「研修用実践事例ＤＶＤの活用について」，小学校第４学年「雨のバス停留所で」

の教材，学習指導案）。 

４ ＤＶＤを視聴する。 

５ グループごと，１で設定した協議の柱をもとに，次の視点で協議を行う。 

（例）・視点① 参考になる点 ・視点② 改善できる点 

６ 各市町，各校における道徳科の授業改善の方向性について協議する。 

７ まとめ （道徳教育推進教師等） 
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〈事例〉 研修テーマ「道徳科の年間指導計画の評価・改善に向けて」〈例〉

研修計画（中学校：道徳教育に関するものを抜粋） 

 

（参照例） 

 
期日

主題名 内容項目

教材名 出　　典

ねらい

学習指導過
程

「私たちの
道徳」の活

用
他の教育活動
等との関連

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％

〇どう考えて僕はネット将棋でいきなりログアウトしたのだろう。
〇心から「負けました。」と言うことができるのは，どのような思い
からだろうか。
◎敏和のツッコミに明子と智子は笑ったが，僕が笑えなかったのは，
どのようなことを考えているからだろう。

学級活動や常時活動において引き続き，p22～27「自分で考え実行し
責任をもつ」を活用し，誠実に他者に接することの大切さについて考
える。

学級活動（自己理解と生活設計）

　誠実に実行し，その結果に責任をもとうとする態度を養う。

自主，自律Ａ（１）自分の言動に責任を

12月12日（金）


「私たちの道徳」（文部科学省）ネット将棋

成果と課題

≪授業についての生徒アンケート≫

今日の授業はためになったか。

自分の思いや考えをもち，振り
返ることができた。

教材がよかった。

期日

主題名 内容項目

教材名 出　　典

ねらい

学習指導過程

「私たちの道
徳」の活用

他の教育活動
等との関連

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

20.0% 73.3% 6.7% 0.0%

15.0% 63.3% 21.7% 0.0%

23.3% 70.0% 6.7% 0.0%

誠実に実行し，その結果に責任をもとうとする態度を養う。

12月12日（金）

自分の言動に責任を 自主，自律Ａ（１）

ネット将棋 
「私たちの道徳」（文部科学省）

教材がよかった。

成果と課題

将棋をさしたことがない生徒がほとんどという実態である。そこで，導入にお
いてスポーツと将棋の写真を提示し，将棋では「負けました。」と言って終わ
ることや電子黒板でネット将棋の映像を提示し，全員が共通にイメージをもて
たので，教材を手掛かりに考えることができた。授業アンケートでは，「授業
はためになった」，「教材がよかった」の数値は高いが，自分との関わりで十
分に深められなかったことから中心発問における予想される生徒の反応からさ
らに深める発問を考えておくことが必要である。

〇スポーツと将棋の違いについて確認をする。
〇どう考えて僕はネット将棋でいきなりログアウトしたのだろう。
〇心から「負けました。」と言うことができるのは，どのような思いからだろ
うか。
◎敏和のツッコミに明子と智子は笑ったが，僕が笑えなかったのは，どのよう
なことを考えているからだろう。
〇「私たちの道徳」p25に記入し，交流する。

学級活動や常時活動において引き続き，p22～27「自分で考え実行し責任をも
つ」を活用し，誠実に他者に接することの大切さについて考える。

学級活動（自己理解と生活設計）

≪授業についての生徒アンケート≫

今日の授業はためになったか。

自分の思いや考えをもち，振り返る
ことができた。

③ 年度途中・年度末 

 

 

 

 

  

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔当日の流れ〕 

○道徳教育推進教師が中心となり，学年主

任等と連携し，運営していきます。 

１ 客観的なデータを基に，児童生徒の実

態を交流する。 

２ 年度当初確認した事項（★）について，

各学年会で確認したものをもちより，全

体で交流する。 

３ 質疑応答。 

４ 共通理解を図り，今後の工夫・改善に

生かす。 

 

 

（授業後） 

★【年度当初 確認事項】 

①各学年において，道徳科の年間指導計画に

基づき，次週の道徳の授業に向けて学習指

導過程や「私たちの道徳」の活用の仕方を

明示したもの（参照例）で提案する（学年

会内輪番制）。 

②提案したものは，共有フォルダ「道徳」→

「（該当）学年」に保存しておく。 

③学習指導過程等を追加変更した際は，朱書

きしておく。 

④児童生徒のワークシートには，授業につい

てのアンケート項目を入れておき，児童生

徒の受け止めを反映させる。 

⑤「成果と課題」には，ねらいにせまる中心

発問であったか等について，具体的な児童

生徒の反応から記入する（授業後）。 

 

 

道徳教育の要となる道徳科の授業が，より児童生徒の心に響くものとなるように，年度当初に

確認した事項を学期ごとに全教員で振り返る時間を設けることで，授業改善を図っていくことが

できます。また，年度末に行うことで，次年度につながる評価・改善を行うことができます。 

 

児童生徒自身が自分との関わりで

深く考えられるよう，手立てが効果

的であったかを見直すことできま

す。また，具体的な児童生徒の反応

から授業を振り返ることにより，発

問の構成を再検討するなど，授業改

善に生かすことができます！ 
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道徳科の指導においては，児童生徒一人一人が道徳的価値についての理解を基に，自己を見つめ，物

事を（広い視野から）多面的・多角的に考え，自己の（人間としての）生き方についての考えを深める

ことで道徳性を養うという特質を十分考慮し，それに応じた学習指導過程や指導方法を工夫することが

大切です。それとともに，児童生徒が自らのよさや成長を実感できるように工夫することが求められま

す。そのためにも，道徳科の校内研修として，事前研究・授業研究・事後研究を行うなどして，授業改

善を図っていくことが大切です。 ※（ ）は中学校 

＜教材分析の例＞ 

１ 教材を読み，場面ごとにまとめる。 

○ 時間経過，場面の変化等で３～４の場面に分ける。 

○ 各場面を短い言葉でまとめる。 

２ 場面ごとの登場人物の行為，心の動きなど，キーワードとなる表現を読み取る。 

○ 会話文や副詞，形容詞などに注意する。 

３ 登場人物の行為やその奥にある心の動きに含まれている価値を押さえる。 

○ 時間や場所の変化など，行間にも注意する。 

４ 主人公の行為，心の動きを支えている価値を考え，本時のねらいにかかわる中心的な価

値，関連価値をはっきりさせる。 

○ 教材の中に含まれている様々な価値を整理する。 

５ 本時のねらいにせまる中心場面を考える。 

○ 授業展開の山場になる。    

○ ねらいによって中心場面は変わる。（主人公の変容場面，葛藤場面，満足場面など） 

６ 中心発問を考える。 

○ 複数の発問を想定し，児童生徒の立場から心の動きを予想する。 

○ 児童生徒の多様な考え方を引き出せるような発問を考える。（書かれている内容や行動

を問うだけの発問にならない） 

７ 中心発問を生かすための基本発問，補助発問を考える。 

○ 基本発問は，精選し，時間をかけすぎない。 

４ 道徳科の校内研修 

     

 

 

 

 

 

 

（１）事前研究をしよう！ 

  ① 教材分析            

    教材について，ねらいとの関わりで道徳的価値がどのように含まれているかについて検討しま

す。例えば，人物が登場する読み物教材の場合，教材中の登場人物の行為や心の動き，教材に対

する児童生徒の感じ方や考え方などを分析し，どのようにすれば学習意欲を高め，道徳的価値の

自覚を深めることができるかなどについて多面的に検討しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 授業者の教材分析の深さが，授業を成功へと導きます。 

○ 児童生徒の実態を踏まえた，心の動きを予想しましょう。（同じ学習指導案でも，学級によっ

て児童生徒の反応が違います。） 

○ 教員の視点での分析とともに，児童生徒の視点でも分析しましょう。 

ここがポイント！ 
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＜教材分析表（例）＞ 

○ 心情曲線を生かした分析表 

 

○ 発問の意図を明確にした分析表 
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 ○ 主人公の変容に着目した分析表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 登場人物等の関わりを図式化した分析表 
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  ② 主題解釈と教材解釈 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実施するときのポイント】 

○ 多様な意見に触れ多角的な視点を取り入れるために，複数人で協議をしましょう。 

【主題解釈をすることのメリット】 

○ 主題解釈後に教材解釈をすることで，教師自身の道徳的価値の理解が深まるとともに，本

時で扱う価値が明確になることでねらいがぶれにくくなります。 

○ 複数人で協議をすることで，全教職員で道徳教育を推進しようという風土ができるととも

に，研究の方向性を共有することができます。さらに，焦点化された主題を深めるために，

どんな中心発問や補助発問が有効であるか等について発問構成を工夫することができます。 

① 価値の 

大切さ 

② 価値を実現する

ことの難しさ 

主題解釈・教材解釈シートを用いた授業づくりの例 ※出典（広島大学大学院教育学研究科 教授 宮里 智恵） 

③ 実現する難しさ

を越えて大切に

したい理由 

⑤ 教材で何を考えさせるのか？ 

授業者は，ねらいとする道徳的価値（道徳の内容）について，学習指導要領に基づき，明確

な意図をもって授業に臨むことが大切です。 

道徳科の授業で，子供たちにどのようなことを考えさせ，どのようなことに気付かせたいの

かを明らかにするために，主題についてしっかりと分析しておきましょう。 

⑥ 教材のどこで考えさせるのか？ 

価値に対する
自分と他者の
考 え を 整 理
し，多様な価
値を考えるこ
とができる。 

人間の弱さ
などを考え，
人間理解を
図ることが
できる。 

人間理解をした上
でそれでも大切に
したい価値につい
て考えることで，自
分の中の価値を深
めることができる。 

同じ主題でも
多様な価値が
あることを理
解した上で，
教材を読むこ
とにより，教
材の中にある
主題を焦点化
することがで
きる。 

一度価値につい
て考えているの
で，学習指導要
領に書かれてい
る価値が理解し
やすくなる。 

④ 学習指導要領の

確認 

焦点化した価値を深めるには，教材のどの
部分が大切なのかを協議することで，ねら
いがぶれない。また，協議する中で，中心
発問，補助発問を考えることができる。 
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１ 主題名 

２ ねらいと教材 

３ 主題設定の理由（主題観・価値観，児童生徒観，教材観・指導観など） 

４ 学習指導過程（導入，展開，終末など） 

５ その他 

（例えば，他の教育活動などとの関連，評価の観点，教材分析，板書計画，校長や教頭など

の参加，など） 

  ③ 学習指導案の作成 

道徳科の学習指導案は，主題のねらいを達成するために，児童生徒がどのように学んでいくの

かを十分に考慮し，何を，どのような順序，方法で指導し，評価し，更に指導に生かすのかなど，

学習指導の構想を一定の形式に表現したものです。学習指導案の形式に特に決まった基準はあり

ませんが，一般的には次のような事項が取り上げられます。 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導案作成の手順や留意点としては，次のようなことが考えられます。教科等との関連，

児童生徒の実態や指導内容，さらに指導者の構想や意図により，様々に工夫しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

・観察，アンケートなど                 ・社会の要請，担任の思いなど 
 
                      

   

・        
 

 

 

              

 

 

 

 

 

                                                      

                              

 

 

 

 

  

児童生徒の実態をつかむ  学習指導要領・教師の願いをまとめる 

ねらいを検討する 

教材を吟味する 

発問の構成を考える 

学習指導過程を考える 

発達の段階における 

指導方法を工夫する 

板書計画を立てる 

 
・事前の実態把握 

（豊かな体験活動や日常的な指導，各教科等での指導との関連など） 

・事後の個別指導，家庭や地域社会との連携 

事前指導・事後指導について考える 

 

○ 学習指導案は，学校の共通財産ともいうべきものであり，だれが見ても分かるように形式や記

述を工夫し，学校として蓄積していくことが大切です。 

○ 学習指導過程は，一般的には導入，展開，終末の段階を設定しますが，固定化，形式化するこ

となく，弾力的に扱うなどの工夫も必要です。 

ここがポイント！ 

児童生徒がどのよう
な問題意識をもって学
習に臨み，ねらいとする
道徳的価値を理解し，自
己を見つめ，多様な感じ
方や考え方によって学
び合うことができるか
を具体的に予想しなが
ら，それらが効果的にな
される工夫を！ 

指導の要点の明確化 
・活用する場面を明確に 

・何を考えさせるのか 

活

用

す

る

場

面

を

明

確

に 
(

        

視

点

：

（

何

を

考

え

さ

せ

る

の

か

） 

 

児童生徒の実態，教材の
特質を押さえて  

活

用

す

る

場

面

を

明

確

に 
(

        

視

点

：

（

何

を

考

え

さ

せ

る

の

か

） 

 

・教材を提示する工夫 
・書く活動の工夫 
・話合いの工夫 
・動作化，役割演技な
ど表現活動の工夫 

・板書を生かす工夫 

・説話の工夫 

活

用

す

る

場

面

を

明

確

に 
(

        

視

点

：

（

何

を

考

え
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道徳科における「主体的な学び」とは，教材に込められた道徳的価値を観念的・一面的に理解させ

るのではなく，児童生徒がねらいとする道徳的価値について課題意識をもち，自分の生活を見つめな

がら他者と議論することで，道徳的価値の理解を深め，自己の生き方について考えを深める学習です。

さらに，理解した道徳的価値から自分の生活を振り返り自らの成長を実感したり，これからの課題や

目標を見付け，その結果を日常生活の行動や習慣に結びつけたりしていくことです。 

＜「主体的な学び」を目指した学習指導過程例＞  

導

入 

 

 

 

展

開 

 

終

末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主題に対する児童生徒の興
味や関心を高め，ねらいの根底
にある道徳的価値の理解を基
に自己を見つめる動機付けを
図る段階 

ねらいを達成するための中
心となる段階であり，中心的
な教材によって，児童生徒一
人一人がねらいの根底にある
道徳的価値の理解を基に自己
を見つめる段階 

 ねらいの根底にある道徳的
価値に対する思いや考えをま
とめたり，道徳的価値を実現
することのよさや難しさなど
を確認したりして，今後の発
展につなぐ段階 

 展開の工夫 

〇他者の考えと比べ自分の考えを深める展開となるようにする。 

〇教材や生活体験などを生かしながら，一定の道徳的価値に関わる

物事を多面的・多角的に捉えることができるようにする。 

・発問を工夫する。（例：児童生徒の考えの根拠を問う発問や問題場

面を自分に当てはめて考えてみることを促す発問など） 

・一人一人が意欲的で主体的に取り組むことができる表現活動や話

合い活動を仕組む。 

 

導入の工夫 

〇見通しをもって主体的に考え，学ぶことができるようにする。 

・主題に対する児童生徒の興味や関心を高め，問題意識をもたせる

ように工夫する。 

終末の工夫 

〇主題を自分との関わりで捉え自己を見つめ直し，発展させていく

ことへの希望がもてるようにする。 

・学んだ道徳的価値に照らして，自らの生活や考えを見つめるため

の具体的な振り返り活動を工夫する。 

・必要に応じて，授業開始時と終了時における考えがどのように変

容したのかが分かるような活動を工夫する。 

 

○ まず，ねらいとする道徳的価値についての児童生徒のこれまでの学習状況や実態をしっ

かりと把握し，それを基に，学習指導要領を踏まえ，この時間にどういった学習活動を通

して，何をねらうのかを明確化・具体化します。 

○ 次に，教材に対する児童生徒の感じ方や考え方を分析し，児童生徒がどのような問題意

識をもって学習に臨み，ねらいとする道徳的価値を理解し，自己を見つめ，多様な感じ方

や考え方によって学び合うことができるのかを具体的に予想しながら，それらが効果的に

なされるための発問や授業全体の展開など，学習指導過程を考えます。 

○ その際には，児童生徒が道徳的な問題を自分事として捉え，議論し，探究する過程を重

視し，道徳的価値に関わる自分の考え方，感じ方をより深めるようにするために，児童生

徒の実態やねらいに応じた適切な指導方法を工夫する必要があります。 

ここがポイント！ 

「ねらい」「内容」「方法」の一体化が重要です。

次のポイントを踏まえた指導を行いましょう。 
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道徳科学習指導案 
                                    指導者 □ □ □ □  

１ 日 時  令和  年  月  日（ ） 第  校時                                                   

２ 学 級  第○学年 ○組 男子○名 女子○名 計○○名                                                                              

３ 主題名  「勤労の喜び」（Ｃ（１３）勤労） 

         

 

 

４ ねらい   「～（主人公の気持ちを考える，行動を考えること）を通して，○○に気付き，○

○する道徳的判断力（道徳的心情，道徳的実践意欲と態度）を育てる。」 

                                                                             

 

 

５ 教材名       「○○○」（出典）＊出典を明らかに 

                                                       

 

 

 

６ 主題設定の理由                                                                    

○ 主題観・価値観（ねらいや指導内容についての教員の捉え方） 

 

 

 

 

 

○ 児童生徒観（児童生徒の学習状況や実態と教員の願い） 

 

 

 

 

○ 教材観・指導観（使用する教材の特質や取り上げた意図） 

 

 

 

 

 

７ 他の教育活動などとの関わり 

 

 

 

 

８ 学習指導過程  

     〈P53を参照〉                                                       

９ 板書計画 

〈P54を参照〉   

  

 

本時の学習を生かすための事前や事後の指導の工夫などを記述する。 

・各教科等との関連 ・体験活動や日常的な指導との関連 ・家庭や地域との連携 など 

主題名は，そのまま児童生徒に提示する必要はないものであるから，主題のねらいが捉えやすい

ように表現を工夫するとともに，できるだけ簡潔な表現にする。 

ど 

教材の特質を生かし，道徳的な判断力，心情，実践意欲や態度を育成する視点や主題を児童生徒

の実態に結び付けて考え，具体的に記述する。 

ど 

・自作の場合は（自作資料），改作した場合は（一部改作）と明記する。 

・私たちの道徳や補助教材の活用があれば付記する。 

 

・本時に取り上げる内容項目について，学習指導要領解説特別の教科道徳編に即しながら，自分

なりの捉え 

・ねらいを設定した理由やその時期に設定した理由，ねらいに込める指導者の願い 

・社会から要請されている今日的課題                 などを記述する。 

 

・ねらいに関連する児童生徒の実態（よい点，課題となる点） 

・ねらいに関わる実態調査の結果，ねらいの必要性 

・児童生徒に何をどのように期待するのか               などを記述する。 

・教材の特質や取り上げた意図 

・児童生徒の実態と関わらせた教材を生かす具体的な活用方法 

・主題観・価値観，児童生徒観を踏まえ，どの様に授業を展開していくか，指導の方策 

・指導体制，学習形態，学習活動の工夫                などを記述する。 

ねらいにかかわって，指導の意図や教材の内容，児童生徒の感じ方や考え方の違いなどを視覚的

に整理して生かすための工夫を検討する。 

 

＜道徳科の学習指導案（例）＞ 
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８ 学習指導過程 

段

階 
学習活動 

主な発問と予想される児童生徒の心の動き 

（◎中心発問） 

指 導 上 の 留 意 点  

（☆評価の観点） 

導 
 

入 

１ 課題意識を持つ。 
 
 
 (ねらいとする価値に
気付く｡) 

○ これまでに～したことはありませんか｡ 
・ ………。 
・ ………。 

〇 今日は，～について考えていきましょう。 
 

＊ 見通しを持って主体的に考え，学ぶことができ
るように工夫する｡ 

○ ～を提示し，本時の主題への関
心・意欲を高め，課題意識をもた
せる。 

 
 
 
 

 
 
 
 

展 
 

開 
 

前 
 

段 
                      

２ 教材｢□□｣を読ん
で，話し合う。 

(1)～の時の，△△の気
持ちを考える。 

 
 
(2)～の時の，▲▲の気
持ちを考える。 

 
 
(3)△△が，～した時の
理由を考える。 

 
 
(4)△△のしたことに
ついて考える｡ 

 
 
 
 
 (教材や生活体験など
を生かしながら，ねら
いとする価値を多面
的・多角的に捉え，追
求･把握する｡) 

 
 
○  △△(主人公)は，どんな気持ちで～したの

でしょう。 
・ ………。 
・ ………。 

○ ▲▲（他の登場人物）は，△△のことを，
どう思ったでしょう｡ 
・ ………。 
・ ………。 

◎ △△は，どんな考えで～したのでしょう。  
・ ………。 
・ ………。 
 

○ △△のしたことをどう思いますか。どうす
べきだったのでしょう。 
・ ………。 
・ ………。 

 
 
 
＊ 児童生徒の実態と教材の特質を押さえた発問構
成を工夫する｡ 

＊ 他者の考えと比べ自分の考えを深めるような展
開となるようにする。 

＊ 一人一人が意欲的で主体的に取り組むことがで
きるよう表現活動や話合い活動を仕組む。 

 
 

 
○ 場面絵やキーワードを提示すること
で，教材の内容を把握しやすくする。 
 
 
 

 
 
○ ワークシートを活用すること
で，自分の考えをまとめさせる。 

 
○ グループ活動を取り入れ，多様
な考え方に触れることで，自分の
考えを検討し，本時のねらいへ迫
らせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

展 
開 

後 

段 

３ 今までの自分を振
り返る｡  

 
 
 (自分の生活を振り返
り，現在の自分の価
値観に気付く｡) 

 
 

○ 今まで～したことはありませんか。どんな
気持ちでしたか。 
・ ………。 
・ ………。 

＊ 体験を通して感じたことや考えたこと，また
日常の具体的な事柄を話題にするなど，教材に
描かれた道徳的価値を自分の問題として受け
止めて，深く自己を見つめることが可能になる
よう発問を工夫する｡ 

○ 写真を提示し，▲▲体験活動を
した時の気持ちを想起すること
で，自分の生活を振り返らせる。 
 
 
 
 

 

終 
 

末 

４ 本時のまとめをす

る。 

 

 

 

 

５ 私たちの道徳p○を

聞く。 

 

 

 (学習の整理･まとめ

をする｡) 

 

○ 今日の学習や自分自身を振り返って，考え

たことを書きましょう。 

 

 

 

 

○ 今日の勉強で思ったことを浮かべながら，

私たちの道徳○ページを聞きましょう。 

 

〇 自分のこれまでの生活と重ねて

考えさせることで，考えの深まり

を自覚させ，自分の生き方につな

げさせる。 

☆ ～することの大切さに気付くこ

とができる。（発言，ワークシート） 

○ 私たちの道徳を読むことで，本

時のねらいとする道徳的価値への

実践意欲を高める。 

 

 

 

 

 

 

どんなことを感じて欲し

いか，児童生徒の言葉と

して記述する。 

予想される児童生徒の発言を類

型化して記述する。 

中心発問が分かるようにする。 

・アンケート結果の提示 

・絵や写真，実物の提示 等 

・スライド，紙人形等の活用 

・繰り返し提示，部分提示 

・場面絵の提示     等 

・書く活動 

・役割演技，動作化 

・ネームプレートの活用 

・グループでの話合い  等 

左の各段階の学習活動に対応して，ねらいに迫

るための具体的な手立てを記述する。 

※ ～するために…する。 

※ …することにより，～させる。 

※ ○○な児童生徒には，…する。 

※ ○○については，…を伝えて揺さぶる。 

・共通体験の想起 

・写真やＶＴＲの提示 

・私たちの道徳 

・書く活動  等 

・教員の説話 ・ＧＴの活用 

・ことわざ，格言 

・写真やＶＴＲの提示 等 

指導のねらいとの関わりにおいて児童生徒

の心の動きの変化などを様々な方法で捉

え，指導方法の改善に生かす。 

児童生徒のまとめ例 
私は，・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 
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＜板書例＞ 

○ 場面絵や短冊を活用し，考える視点を明確にする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 心情曲線やキーワードを活用し，考えたことを整理する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ネームプレート等を活用し，個々の考えを可視化することで話合いを深める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 学習課題を掲示し，主体的な学習を促す 

 

 

 

 

 

 

場面絵④ 

場面絵③ 

場面絵② 
場面絵① 

名前 
名前 

名前 

名前 

名前 

名前 
名前 

名前 

名前 
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○ 学習指導要領を正しく理解し，ねらいを設定しているか。 

○ 学校教育目標，研究主題を踏まえているか。 

○ 教材分析は適切か。 

○ 指導方法は効果的か，工夫改善は見られるか。 

○ 本時のねらい，学習展開，時間配分等は適切か。 

○ 評価の観点，評価方法等が作成されており，なおかつ適切か。 

○ ねらいが十分に達成できていない児童生徒に対する手立てが明確になっているか。 等 

 

○ 授業者が，検討会参加者を児童生徒と見立てて授業を行う。 

○ 検討会参加者の一人が授業者となり，他の参加者を児童生徒と見立てて授業を行う。 

④ 学習指導案の検討 

    学習指導案の検討を通して，授業者本人が授業に対する意図を明確にするとともに，参観者の

授業を参観する視点を明確にすることができます。 

  

 ＜学習指導案の検討内容＞ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑤ 模擬授業 

    学習指導案の改善点を探る方法の一つとして，模擬授業があります。模擬授業を行うことで，

事前に学習指導案の問題点を具体的に把握し，課題を修正することによってより質の高い授業に

つなげることができます。また，模擬授業により，事後の研究協議会の柱を明らかにすることが

でき，協議内容の深まりにもつなげることができます。 

 

＜模擬授業の方法例＞ 

    

 

 

 

 

 

 

○ 授業者は，検討してほしい課題や助言を求める点を明確にしておきましょう。 

○ 授業者は，検討する学習指導案を事前に配付し，特に検討を要する点については，項目をあげ

て分かりやすくしておきましょう。 

○ 研究主任は，場合によっては，会議室等に集まらなくても，参加者の意見が集約できるような

方法を考えましょう。（例：回覧，メール，電子アンケートなど） 

○ 参加者は，事前に資料とねらいから中心発問を考えるなど課題をもってのぞみましょう。 

 

ここがポイント！ 
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【模擬授業を取り入れた研究授業までの流れ（例）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 児童生徒役の教員は，想定される反応を考えながら，児童生徒になりきって行いましょう。 

○ 第三者の立場で，客観的に参加する役も必要です。 

○ 模擬授業後に協議をする際は，指導者が悩んでいる点を伝えると同時に，価値の深まりはどう

か，主題に迫る深い学びになっているかに留意して協議を行い，改善策を考えましょう。 

ここがポイント！ 

改善策の検討 

模擬授業 

他学級での授業 

研究授業 

模擬授業の実施により，「授業者だけの授業」という意識

から「みんなの授業」という意識をもつことができます。 

授業者の意図の共有 

（学習指導案検討） 

課題を踏まえ，発

問や指導の手立て，

板書計画等の改善策

を出し合う。 

模擬授業の際，教授や指導主事を招聘し，学校全体で教

材研究をすることで，研究授業と協議の質を高めることが

できます。 

学年が複数学級の場

合は，他の学級で授業を

行い，児童生徒の反応を

確認する。（ただし，学

級によって実態が違う

ので，生徒の実態に合わ

せた授業展開にする必

要がある。） 

１時間の全てを模擬授業するのではなく，展開部分の発問構

成や指導の手立てなど，部分的な実施も考えられます。 

学習指導案や略案

を基にした模擬授業

を実施し，課題等を

把握する。 

学習指導案の検討

などを通して，授業

者の指導意図を共有

する。 

学習指導案の再検討 
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○ 計画した授業内容を念頭に置きながら，児童生徒の反応に対して柔軟に授業を展開しま

しょう。 

○ 個に応じた指導となるよう，児童生徒の意見や質問，つぶやきを大切にし，授業展開に

生かしましょう。 

○ 授業を振り返り，成果と課題を明確にしておきましょう。 

○ 事前に示された研究協議の視点を踏まえて授業を観察しましょう。 

○ 役割を分担して必要な記録を取りましょう。 

例：授業記録，ビデオ，板書，教員の発問・声掛け，児童生徒の反応等 

 

○ 授業のねらい等を具体的に説明したい場面で，ビデオを停止させて説明ができるので，

授業者の意図が伝わりやすいです。 

○ 何度でも再生できるので，授業分析を深めることができます。 

○ 限定した場面を全員で見ることにより，協議が焦点化できます。 

○ 授業中には気付かなかったことや見過ごしたことなど，多角的に検討できます。 

○ 協議会を受けて，授業者が再度視聴することにより，振り返りを深めることができます。 

（２）授業研究をしよう！ 

   授業を参観することで，児童生徒の様子や学級全体の雰囲気を共有した上で研究を深めることが

できます。授業研究を通して，教員の指導力の向上を図るとともに，授業改善に結び付けていくこ

とが大切です。 

   ＜授業者の留意点＞ 

     

 

 

 

 

 

   ＜参観者の留意点＞ 

  

    

 

 

 

① ビデオ記録の活用 

教室の後方に固定カメラを１台設置して，授業全体の様子を撮影するだけでなく，前方から

の固定カメラや移動カメラで撮影することで，児童生徒の様子や表情をとらえることができま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ビデオ記録活用の利点＞ 

 

 

 

 

 

教卓

主として児童生徒の様子を撮影 

主として指導者

の様子を撮影 
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A B C D E F

G H I J K L

M N O P Q R

教卓

② 授業記録用紙の活用 

授業記録用紙は，あらかじめ用意された項目にしたがって，指導者と児童生徒の関わりや児童

生徒の学びの様子を時系列に記録し，変化を見取ることができます。全体の印象と個々の事実と

の関係についてしっかり協議していくことが，検証の場面で大切になります。 

 

＜参観者による児童生徒の見取の例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜記録用紙の活用例＞ 

ア 全体を通して見取る例 

時刻 指導者の発問・指示・板書・支援等の様子 児童生徒の発言・活動等の様子 その他 

    

 

イ 個別に見取る例（座席表の活用） 

 

 

 

 

 

 

教卓

①全体を通

して見取る。 

④グループ

を見取る。 

③抽出児童生徒

を見取る。 

②個別に見取る。 
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ウ 抽出した児童生徒を見取る例 

○ 全体を見ながら抽出した児童生徒を見取る 

時刻 指導者・児童生徒の発言 
観察対象の児童生徒 

Ａ Ｂ 

    

 

○ 抽出した児童生徒を集中的に見取る 

時刻 観察場面 指導者の関わり 抽出児童生徒の姿 観察者の所見 

     

 

エ グループを見取る例 

担当（１）班 

Ａ児 Ｂ児 班員との関わり 

Ｃ児 Ｄ児 

 

 

 
研究テーマに合った記録用紙を工夫してみましょう。 
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その１ 「研究協議の視点」の明確化 

研究協議の視点が全員に明確になるようにしましょう。また，授業参観では，その視点に基づい

て協議できるようにするために，研究協議の視点を踏まえ，参観しておきましょう。 

 

その２ 授業者からの振り返り 

授業者からの授業の振り返りや課題の提示は，具体的かつ明確にしましょう。授業者は，研究協

議の視点に即して課題等を具体的に述べましょう。 

 

その３ 客観的な情報の必要性 

ビデオによる記録，発問記録，板書記録等，授業についての客観的な記録をもとに協議しましょ

う。また，研修部等は，研究協議の視点にかかわる研修資料を準備しましょう。 

 

その４ 研究協議会への主体的，積極的な参加の必要性 

研究協議会の参加者は事実に基づいた具体的な発言を行いましょう。抽象的な発言に終始して

は，効果を高められません。また，参加者は協議を深めることにおいて同じ立場に立っているこ

とを自覚し，積極的に発言するとともに，課題と思われる点について授業者や他の参加者に遠慮

することなく発言しましょう。 

 

その５ 司会者の役割の重要性 

研究協議を深めるためには，司会者の役割が重要です。司会者は，問題を整理し，協議の視点に

沿って進行するよう工夫しましょう。指導・助言者を招聘した場合には，指導・助言の時間を適切

に取ることができるよう時間配分に留意しましょう。 

 

その６ 「改善計画」の明確化 

研究協議会のまとめでは，次の授業提案に向けての課題，改善すべき点等，次へのステップは何

かを明確にし，確認し合いましょう。 

 

その７ 中学校や高等学校の研究協議会の活性化 

担当教科が違うからこそ，授業を参観する視点も多様化し，協議が深まるというメリットがあり

ます。また，道徳科では，指導方法の工夫改善等，教科が違っていても共通の協議の視点も設定で

きるという良さを生かしましょう。 

 

（３）事後研究をしよう！ 

① 研究協議会 

    研究協議会においては，授業の結果をもとに協議し，授業の成果や課題を明確にする過程を通

して，参加者全員の授業の質を高めていくことが大切です。 

  

 ＜研究協議会を充実させるためのポイント＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃｈｅｃｋ 検証・評価のために 
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＜研究協議会（９０分程度）の進行例＞ 

時間 内容 詳細 ポイント 

３分 進め方の説明 
研究協議の目的，流れ，時間設定等の

説明をする。 

事前に研究協議の視点や進行表を配

布し，共通理解を図っておく。 

５分 

授業意図等の

説明および質

疑 

授業者が次のような視点で説明する。 

・配慮したこと 

・授業の成果と課題 

・意見や助言をもらいたいこと 

参加者からの質問を受ける。 

授業者は，授業後に，説明すること

をまとめておく。 

参加者は，意見は出さず，質問のみ

行う。 

30～ 

40分 
グループ協議 

グループで授業を分析し，成果と課

題，改善策を明確にする。 

付箋紙等を活用し，ワークシートに

まとめる。 

課題についての改善策を考える。 

10～ 

15分 
全体発表 

各グループの代表者が成果や課題，改

善策を簡潔に発表する。 

他のグループと重複する内容は割愛

する。 

10分 
改善策等の共

有化 

グループ発表で出された意見を整理

し，課題を改善するために取組むことを

共有化する。 

研究主任や進行役が，成果と課題を

まとめ今後の方向性を共有化する。 

いつまでに何を行うか明確にする。 

15～ 

20分 
指導助言 

外部講師や管理職から指導助言を受

ける。 

外部講師がいない場合は，管理職等

がまとめを行う。 

10分 振り返り 
各自のこれまでの実践を振り返り，自

分の授業改善を考える。 

明日からの授業実践につなげるため

に，一文発表や一文宣言を行う。 

協 

議 

後 

授業者への 

メッセージ 

授業者へメッセージを送る。 授業者が研究授業をやって良かった

と思えるように，授業からの学び等，

肯定的なメッセージや意見を送る。 

 

＜効果的な研究協議会例＞ 

グループ協議 ワークシートへのまとめ 全体発表 振り返り 

    

付箋を貼付けながら成果や課

題をグループで整理する。 

成果と課題を明確にした

ワークシートを作成す

る。 

全体で意見交流を行い，

改善策を共有化する。 

協議を受けて，授業

者が「明日からの取

組」を発表する。 

 



- 62 - 

 

② ワークショップ型の研究協議 

参加者全員が主体的に参加し，成果や課題を明確にして，改善策の共通理解を図りながら協議

を深めていくために，ワークショップを取り入れた研究協議を実施していくことが効果的です。

協議の目的に応じて，ワークシートを工夫し，協議の効率化を図りましょう。 

 

ア 指導案拡大法（学習指導案に沿って分析できるワークシート） 

 

 学習活動 主な発問と児童生徒の心の動き 指導上の留意点 

導

入 

１ ○○○ ○ ・・・・ 

 

○ ・・・・ 

展

開 

２ ○○○ 

 

 

３ ○○○ 

○ ・・・・ 

・ ・・・・ 

◎ ・・・・ 

 ・ ・・・ 

 ・ ・・・ 

○ ・・・・ 

 

 

◇ ・・・・ 

終

末 

４ ○○○ ○ ・・・・ 

 ・ ・・・・ 

 ・ ・・・・ 

○ ・・・・ 

 

【特徴】 

○ 拡大学習指導案の学習指導過程に，直接付箋

紙を貼付ける。 

○ 学習指導案と実際の授業を対比しながら進め

ることができる。 

【留意点】 

○ 意見が出やすい反面，焦点化するのに時間が

かかる，視点を明確にして記入すると効率的で

ある。 

 

イ 時系列法（指導と児童生徒の様子を時系列で分析できるワークシート） 

 

 導入 展開 終末 

成

果 

   

課

題 

   

改

善

策 

   

 

【特徴】 

○ 指導の過程に即しているので，初めてでも付箋

紙を貼付けやすい。 

○ 成果と課題に分けて貼付けるので，成果や課題

が明確になる。 

○ 改善すべき点，次へのステップが何かを明確に

することができる。 

【留意点】 

○ 体験活動など，他の教育活動との関連まで視点

が広がりにくいことに留意する必要がある。 

 

ウ マトリクス法（協議の視点に沿って分析できるワークシート） 

 

 視点１ 視点２ 視点３ 

成

果 

   

課

題 

   

改

善

策 

   

 

【特徴】 

○ 事前に協議の視点を定めておき，その視点につ

いて成果と課題，改善策が協議できる。 

○ 全員で改善策まで考えるので共有化が図られ，

今後の実践につながりやすい。 

【留意点】 

○ 同じ内容に対して評価が分かれる場合，付箋紙

の置き方を工夫すると効率的である。 
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エ 座標軸法（児童生徒と教員の視点から分析できるワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 授業評価 

授業評価表を作成し，利用することにより，授業全体をバランスよく評価でき，問題点を明ら

かにすることができます。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【特徴】 

○ 授業の全体を捉えたい場合に有効である。 

○ 横軸は，児童生徒の姿と教員の指導，あるいは，

協議の視点などを置き，焦点化した分析ができ

る。 

 

【留意点】 

○ 改善策を考える場合には，新たに大きな付箋を

貼付けるなど工夫する必要がある。 

課題 

児
童
生
徒 

教
員 

成果 

これらのシートを活用することで，授業を視覚的に構造化し

て分析することができます。 

また，授業の欠点を指摘するのではなく，授業者の立場に立

って授業を改善するにはどうすることが望ましいか，お互いに

意見を出し合いましょう。 

 

○ 研究協議では，発表しやすい雰囲気づくりをしましょう。 

○ ワークシートを効果的に活用しましょう。 

○ 今後の方向性を明確にし，全員が共通認識をもって取り組めるようにしましょう。 

○ 研究協議のまとめを発行しましょう。 

ここがポイント！ 

 

○ 評価項目に，授業者が希望する視点なども入れてみましょう。 

○ 授業者も自己評価を行い，参観者の評価と比べることで，より具体的な授業改善に生かしまし

ょう。 

○ 研究内容などを踏まえ，評価項目を設定し，研究協議の焦点を絞り，協議を活性化しましょう。 

ここがポイント！ 
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＜授業評価表例＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究主題を
もとに，授業評
価の観点を吟
味して，評価表
を作成しまし
ょう。 

成果や課題だけ
ではなく，改善策
も考えましょう。 
また，感想や励

ましの言葉なども
添えるようにしま
しょう。 
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■授業の中での見取り 

（１）授業中の評価計画の作成          （２）授業参観シートの作成と活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒の道徳性の見取りについて，共通理解を進めるための工夫の例 

○ 取組の意図 

・授業参観者に，児童生徒の学習状況で見取る視点を共通理解してもらう。 

・授業後の研究協議の時間が取れなくても，授業者が，授業参観者からのコメント，評

価をもとに，成果と課題を振り返ることで，授業改善を進めることができるようにす

る。 

○ 取組のポイント 

・複数の授業参観者からのコメント，評価をもとに，その共通点や相違点について道徳

教育推進教師と意見交換をしましょう。次の授業ですぐに生かせる改善点を見つけ出

し，授業改善のＰＤＣＡサイクルを回すことが大切です。 

期待する児童生徒の発言や 

記述内容の想定 
授業参観者による記録 

先生方の記録をも

とに自身の授業を

振り返ってみよう 
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④ オンラインによる授業研究 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 【授業研究会の流れ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

web会議システムを活用したオンラインによる中学校区合同の授業研究会の例 

 

〇 タブレットは必要に応じて動かします。マイクは，できれば集音マイクを使い，左右か中央

で音声が聞き取りやすい場所に設置しましょう。（ハウリング防止のために，一か所に設置す

ることをお勧めします。） 

〇 協議の柱は事前に参加校と共有しておくことで，授業後の協議は，それぞれの学校でスムー

ズに行うことができます。また，運営者・司会者等を，会場校だけでなく，各校にもおきまし

ょう。 

 ネットワークの環境設備の充実に伴い，Web会議が容易にできるようになりました。Web会議は，

多数の人が異なる場所から参加できるようになります。研究授業を Web 配信することで，参観し

た人から指摘を受けたり，学校外部の人の評価を得たりすることができます。 

黒板 

教卓 

マイク 
音声用 

タブレット 
映像用 

（マイク OFF） 

協議の柱 

ホスト校 
協議 

A 校 
協議 

 

Ｂ校 
協議 

Ｃ校 
協議 

発信 

交流 

Web研修の持ち方 

教室機器配置図 

ここがポイント！ 

前にマイク，後方にタブレットを置き，Liveで各校の電子黒板と共有します 

 

事前協議 

【オンライン】 

授業参観 

【オンライン】 

事後協議 

【各校】 

全体交流 

【オンライン】 

講話等 

【オンライン】 
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〈事例１〉 授業研究後の研究だより（教員向け） 

 

５ 道徳教育改善・充実のための情報発信 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究協議会で出された改善策を日々の授業や次の授業研究の計画に取り入れ，生かしていくことが大

切です。また，校外の道徳教育に関する研修会等で得たことは，個人一人のものとせず，積極的に情報

発信することで，学校全体の道徳教育の充実を図ることにつながります。 

授業研究後に，成果と課題
を整理し，ポイントを絞って
全員が共通して取り組むこと
を提示すると効果的です！ 

Ａｃｔion 改善のために 

 

配付する際に，説明
を一言添えると効果
的です！ 

授業の様子を写真等で整理
して，発信するのも効果的で
す！ 

明日からの授業に生かせる
工夫を行いましょう！ 

R1.7.16 no.4 

 

 お忙しい中、ご覧いただきありがとうございました！上野自身、大変勉強になりました。

生徒たちはとっても頑張っていたと思います。いただいた指導・助言をお伝えします。ぜひ、

参考にしていただければと思います。道徳だけでなく、普段の授業でもぜひ！ 

 

★「生徒同士の対話」を！ 

 発表してくれたら、ついついその生徒に切り返しをしがち。そ

こを、「他の人は今の説明聞いてどう思う？」など、他の生徒に

確認をする。そうすると、生徒同士の意見の交換になっていく。 

 

★集団思考の手立て＝対話的学び 

 とってつけたようなグループ活動ではなく、ワークシートを見ずに説明し合わせたり、役

割を持たせたり、全員の意見をまとめさせたりするなどして、生徒の思考が深まるような手

立てを考える。 

 

★切り返し発問を有効活用する 

 生徒の意見を受け止めつつ、「でも、こんな時はどうするの？」など、一歩踏み込んだ返

しをする。その生徒が答えられたくても、他の生徒にふると答えられるかもしれない。生徒

が深める展開にする。 

 

★教材で「何を考えさせるか」を具体的にもつ 

 人生の転換点が書かれているのが道徳の教材。主人公の心

の変容は何がきっかけなのか、どんな風に変わったのか、何

がそのようにさせたのか、など教材研究が大切！ 

 また、今回のように項目がずれないように、「生徒がどんな

言葉を返してくるか」を想定しておき、どう修正するか、ど

んな言葉が返ったらゴールなのかなどをイメージする。 

 

★自我関与 

 教材と生徒自身の経験をつなぎあわせる。頭では分かっている、けれど現実は……。 

 

★全員発言を目指す 

 社会人としても必要な、人前で自分の思いを語れる力をつけさせる。自分の意見を受け止

められる共感的人間関係も大切。自己存在感（オレ、けっこうやれるじゃん！と心でつぶや

ける機会）を与える。発表をたくさんしてくれる生徒もいるが、ときには意図的指名も必要。 

アンケートも、生徒の考えを深

められるような使い方を！！ 

授業記録を保管しておくこと，
次年度の参考になりますね！ 
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〈事例２〉 道徳教育推進だより(教員向け) 

Kyoushokukuinn  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳教育推進教師が国や県の
動向，さらには，道徳教育に係
わる様々な視点の情報，定期的
に情報発信していきましょう！ 

情報提供だけではなく，
各学級で取り組んでもらい
たいことなどを発信し，組
織的な取組にしましょう！ 

吹き出しや図，イラスト
を使用し，伝えたいことを
コンパクトにまとめるの
も効果的です！ 
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〈事例３〉 教職員間の情報共有資料  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究を進める中で，大切に
したいことや意識統一を図り
たいことについては，具体を
示して提示することで，伝わ
りやすくなりますね！ 

道徳科に関する授業研究の実施，
道徳科の授業公開や情報発信など
を，道徳教育推進教師が中心となっ
て協力して進めることが大切です！ 
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〈事例４〉 道徳だより，学級だより，学校だより（保護者・地域向け） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳地域公開について，学校通信やＨＰ等で紹介し，
家庭や地域の方に道徳の授業を公開しましょう。 

保
護
者
の
方
へ
道
徳
科
で
学
ん
だ
内
容

等
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
家
庭
で
も
話
題

に
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
！ 

 家庭，地域社会と連携し，地域
の文化を共に創り，子供たちを育
んでいくという意識の下に，より
よい協力体制を築き上げていきま
しょう！ 

道徳科で児童生徒が，どのような
ことを学んでいるのかを写真等で
紹介することで，保護者の方に具体
的に理解してもらいましょう。 



- 71 - 

 

〈事例５〉 道徳教育に関する掲示板等 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳の時間で学習したことを残していきましょう!! 

 教室や校舎内などの
環境を整え，児童生徒
の豊かな心を育み，道
徳的実践への意欲を高
めましょう！ 

共有スペースを効果的に活用しましょう 

全校掲示板を活用しましょう！ 

学習した内容を常に振り返
ることのできる道徳的な環境
づくりをしていきましょう！ 

道徳教育は，学校の教育活動全体で進めていくことが大切です。 

学んだことを全校のものにしていきましょう！ 



作成協力校一覧 
○ 平成 26年度「道徳教育改善・充実」総合対策事業推進校 

呉市立呉中央小学校 大竹市立玖波小学校 

北広島町立新庄小学校 三次市立川地小学校 

東広島市立高美が丘中学校 府中町立府中中学校 

海田町立海田西中学校 福山市立城東中学校 

河内高等学校 尾道商業高等学校 

芦品まなび学園高等学校  
 
○ 平成 28年度「道徳教育改善・充実」総合対策事業推進校・推進地域センター校 

廿日市市立津田小学校 安芸高田市立可愛小学校 

三原市立本郷小学校 三次市立甲奴小学校 

庄原市立高野小学校 竹原市立忠海中学校 

東広島市立志和中学校 安芸太田町立筒賀中学校 

尾道市立美木中学校 福山市立駅家南中学校 
 
○ 令和２年度「道徳教育改善・充実」総合対策事業推進校・推進地域センター校 

大崎上島町立木江小学校 三原市立大和中学校 

神石高原町立油木小学校 世羅町立甲山中学校 

江田島市立江田島中学校区 

（江田島中，切串小，江田島小） 
庄原市立口和中学校 

三次市立吉舎中学校区 

（吉舎中，吉舎小，八幡小） 

海田町立海田中学校区 

（海田中，海田東小，海田南小） 
 
道徳教育の参考となるホームページ等 

・広島県教育委員会「豊かな心を育てる道徳教育コーナー」 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/12doutoku/ 

・研修用実践事例ＤＶＤ「『主体的・対話的で深い学び』のある道徳科の授業づくりに向けて 

－小学校版・中学校版－」（広島県教育委員会） 

・「主体的な学び」のための授業動画コンテンツ 道徳科編（広島県教育委員会） 

・文部科学省「道徳教育アーカイブ」 

https://doutoku.mext.go.jp/?yclid=YSS.EAIaIQobChMI97j--pS87wIVGFVgCh0E2QGdEAAYASAAEgIc5PD_BwE 

・広島県立教育センター「道徳の部屋」 

 http://www.hiroshima-c.ed.jp/moraleducation.html 
 
引用・参考文献 
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・文部科学省（平成 29年）「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」 

・文部科学省（平成 29年）「中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」 

・文部科学省（平成 26年）「『私たちの道徳』小学校 活用のための指導資料」 

・文部科学省（平成 26年）「『私たちの道徳』中学校 活用のための指導資料」 

・道徳教育に係る評価等の在り方に関する専門家会議（平成 28年）「『特別の教科 道徳』の指

導方法・評価等について（報告）」 

・広島県教育委員会（令和２年）「令和２年度 広島県教育資料」 
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・福岡県教育委員会（平成 25年）「道徳教育実践ハンドブック（改訂版）」 

・兵庫県教育委員会（平成 26年）「指導資料『道徳の時間』の充実のために」 

・広島県立教育センター（平成 26年）「授業研究ハンドブック」 

・千葉県教育総合教育センター（平成 21年）「校内研究ガイドブック 授業力アップ」 

・鹿児島県総合教育センター（平成 22・23年度）「みんなで取り組み，学び合う授業研究」 

・徳島県立総合教育センター（平成 20年）「校内研修ハンドブック」 

・岩手県立総合教育センター（平成 19年度）「校内授業研究の進め方ガイドブック」 

 


